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国名 :

案件島:

要約

フィリピン共和国

国営港漉事業絵合改善計画

カナスハン小規模漕他藩親計画

西部ミンドロ州中部地区総合展村開発計画

相手国担当機関:国家潅親庁(Na丘onalⅠmigadonAdministradon ; NIA)

地域開発委貞会(RPC ⅥⅠ)

農地改革省(D甲artment Of AgrarianRefbrm ; DJu)

1.事業の背景

フィリピン政府は､次期の6*年中期国家開発計画(1992-1998)における農業

部門の重要目標として､ ｢国民の活力(:よる国際経済競争力の強化+を推進す

ることにより食糧自給の早期達成及び農村振興による雇用の促進､農村部にお

ける生活レベルの向上をかかげている｡これらの目標達成のために､港敢闘発

を含めた､農村部における絵合農村開発の推進は不可欠である｡

2.事業の概要

(1)国営港故事業稔合改善計画

本計画は､生産性の向上と農家収入の増加によって農村経済を活性化

させ､それにより貧困の漢滅を目的とした国営産漉事業給食改善事業で

ある｡内容は､港叔･排水施設,市場道路､収穫処理施設､市場管理シ

ステムの改善･改善を行うものである｡

(2)カナスハン小規模溜池港叔計画

本計画は､農村部における雇用機会の創出､農村部と都市部における

所得格差の是正及び､セブ島内の食糧自給のための生産と供給体制の向

上を目的として､貯水ダム､藩政施設､収穫後処理施設､市場道路の建

設と水源の保全を含めた総合農業開発である｡本計画は､全国農業用小

規模漕池計画の中で最優先事業として取り上げられており､また､セブ

島における初めての貯水ダム建設として島内の水資源開発のモデル事業

になることが期待されている｡



(3)西部ミンドロ州中部地区給食農村開発計画

本計画は,総合農地改革計画の戦略的優先実施地区である西部ミン

ドロ州中部のサブラヤン地区において受益農家の生活の安定と向上を白

的とした農業生産基盤･社会基盤の基備､社会経済開発･

発計画,環境保全計画を含めた農村総合開発である｡

3.協力への展望

(1)国営藩政稔合改善計画

マスタープラン/フィージビリティー調査､期間:約25カ月

(2)カナスハン小規模溜池湛漉計画

無償資金協力･基本設計調査､期間:約21カ月

(3)西部ミンドロ州中部地区稔合農村開発計画

フィージビリティー調査,期間:約10カ月

組織制度の開
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1.序言

本報告書は,平成4年10月5日から19日までの15日間にわたってフィリピン共

和国において実施した,以下に示す3件の開発計画に関する事前調査結果をと

りまとめたものである｡

a.国営藩政事業総合改善計画

b.カナスハン小規模溜地溝叔計画

c.西部ミンドロ州中部地区絵合農村開発計画

フィリピンにおける現地調査は,社団法人海外農業開発コンサルタント協会

(ADCA)から派遣された下記3名の団員により実施した｡

団長/農業

藩政/排水

地形測量

:長尾 文博

:河原'行弘

:野田 家弘

日本工営株式会社

日本工営株式会社

朝日航洋株式会社

調査団は､フィリピン国内における現地調査及び資料収集等において､フィ

リピン共和国農業省､農地改革省､藩政庁を始めとする同国政府機関の関係者

の協力を得て､業務を円滑に遂行することができた｡また､国内においては農

林水産省構造改善局設計課海外土地改良技術室から,また現地においては在フ

ィリピン日本大使館､ JICA専門家の方々から多大な助言と協力を頂いた｡こ

こに関係各位の方々に深甚なる感謝の意を表する次第であるc

調査団の調査日程､面談者は､添付資料-1､ 2に示すとおりである｡



2.一般背景

2.1フィリピン共和国の経済概要

1990年現在におけるフィリピンの総人口は約6,069万人と推定されており,

人口密度は約200人/血2である｡また､最近10年間における平均人口増加率は

2.4%/年である｡ 15才以上の就労可能人口は給人口の60.5%に相当する3,669

万人と推定されるが､実質雇用は就労可能人口の65%､約2､350万人に留まっ

ている｡失業率は年々上昇し, 1987-1988年には1975年以革最高となってい
る｡ 2000年における総人口は7,520万人と見積られており,新たな雇用機会の

創出は政府にとって緊急の課題である｡特に､地方の貧困漢滅を推進する上

で,地方農村地帯での雇用機会の創出を計る経済開発計画は最重要課題となっ

ている｡

1989年以来､フィリピンの経済状感は,度重なる政治不安と自然災害によっ
て大きく停滞し､経済成長が下降を辿り､ 1991年には国内鎗生産額(GNP)
が-1.0%のマイナス成長となった｡ 1988

-1991年における各産業別の生産状況
は､下表に示すとおりである｡

(百万へ○ソ)

経済セクター 1988 1989 1990 1991

農業

工業

サービス･商業

国内総生産(GNP)

成長率

海外からの流入金

純国民絵生産額

155.292 159,964

232,500 25 1,581

270,67 1 286,8 37

658
,463

697,382

(6.25%)

-6,
170

652,293

(6.06%)

18,689

689,693

160,734 161,859

256, 136 247,8 13

298,439 298
,555

7 15,309 708.227

(2.42%)

1
,655

716,964

(-1.0%)

7,989

716,216

成長率

___昼型
+ +__⊥

フィリッピン統計年鑑, 1992

フィリピン経済のこういった低迷は単に政治不安と自然災害によるだけでな

く､経済基盤の構造的虚弱性に起因してい■ると認識されており,根本的な経済

基盤改善がなされない限りフィリピンが持続ある経済発展を遂げることは不可

能である｡即ち､自国の基本的な経済基盤である人的資源､土地水資源が､経

済活動において最大有効利用される環境整備が､フィリピンの経済復旧にとっ

て必要不可欠である｡このため､フィリピン政府は,貧困の撲滅(人的資源の

回復)
､地方農村の開発(未利用土地水資源の開発)を経済復旧の重要課題と

して位置付けている｡



2.2 地方農村開発の重要性

現在,政府は新規国家開発6カ年計画(1993-1998)を策定中であるが,計

画の基本概念として､ ｢国民の活力による国際経済競争力の強化+に重点をお

き､経済の立て直しを日差している｡すなわち､貧困の撲滅により国民の活力

を引き出し,国内産物の生産性､品質を向上し,国際市場に通用する製品を生

産できる市場経済基盤を確立することを目標としている｡このためには,民間

企業が経済の発展を推進し､雇用機会の増加により住民生活の向上に寄与する

ことが必要となる｡政府としては,民間企業が適切な経済/産業活動が行なえ

る基盤を提僕することにより､国際市場経済における活動強イヒを推進すること

になる｡

国民に活力を与えるには､貧困を撲滅することにより彼らの生活向上を計る

事が必要である｡現在国民の半数以上が貧困に苦しんでいるが､特に最貧困層

は地方農村地域に多く､地方の開発が急務と考えられている｡更に,地方にお

ける主要経済活動は農業であることから､農業開発を核とした地方経済開発の

実施が必要不可欠と認識されている｡

農業部門と他産業部門は､前者が後者に対して原材料の俵給を行なうことに

より深く関わっており､農業は産業の発展のために重要な役割をはたしてい

る｡民間投資家は､安定した原材料の僕給体制が整備されるのであれば､農産

物の加工と淀通といった産業への参入に強い意向を持っている｡したがって､

今後の経済開発政策に於ては,政府が優先課題としている農産加工業の振興に

適った農業と地方の産業開発に重点を置いていくべきである｡

一方,銀行がリスクのある農村部への融資に消極的であるように,一般投資
家も基本インフラの整備がされていない地域への投資を蒔跨するのは当然であ

る｡また,慢性的な電力不足と治安問題も投資家にとって重大な関心事であ

る｡魅力的な投資環境をつくるために,政府としては民政の安定と基本インフ

ラの整備が重要な施策とならざるを得ない｡インフラの充実は,生産性を向上

させ､社会的･政治的安定をもたらし､収入を引き上げ,福祉､雇用機会の増

大､平等を実現するという政府の計画の基本となるものである｡

また､地方における急激な人口増加､不平等な土地配分,土地無し農民の存

在､土地の不毛化などが都市への人口洗入を進める要因となっており,地方の

開発により､こう言った諸問題を解決し都市への人口集中を抑えることが､政

府に求められている｡現在､都市部の人口は,約2,000万人であるが､これは

2000年までには約3,000万人になると予測されている｡環在､人口がメトロ･

マニラに集中しており､あらゆる面での環境悪化は深刻な問題となっている｡

3



都市への人口流入を止めるためには､政府の公共投資によって農村部における

雇用機会の増大を計り､経済活動を活性化することが必要である｡

さらに農村部の最貧困層は､農地の生産性が低いため山間部に入って､木材

伐採や焼畑農業によって生計を立てざるを得ないものもある｡このため､無秩

序な伐採や移動耕作による裸地化が水源の水量や水質に影響を及ぼし,また深

刻な洪水と干ばつを引き起こしている｡こういった環境悪化の防止のためにも

貧困扶滅を目的とする農村部の開発が必要である｡

2.3 農業開発の基本方針

農業は,フィリピンにとって基幹産業でありGNPの4分のl､就労人口の半分

を担っているo しかし外貨取得という面からは､ 1991年に11億5千万米ドルの

貢献をしたに過ぎず､農業は,国内では主要な位置にあるにもかかわらずマク

ロ経済的には評価されていない｡

政府の指導者達は,フィリピンの農業が高い開発ポテンシャルを持っており

経済発展にとって非常に重要な産業であることを認識していた｡しかし､過去

の経済開発計画において農業は常に高い優先度を与えられていたにも関わら

ず,政府の財政悪化により経済開発を民間主導に頼らざるを得なく,このた

め､政府の開発予算は､民間企業の望む道路､電力､通信といった分野へ競り

向けられ､結果として､農業開発計画の実施が予算面で制約を受け農業部門の

発展が遅れるという現状となっている｡

農業省は､新しい国家政策｢国民の活力による国際経済競争力の強化+に沿

つて､生産性と農家収入の向上を計ることを重要政策に掲げている｡この実現

のために､地方への投資を促し農業を基盤とする産業発展を通じて農村部に雇

用機会をつくるために､農業基本インフラへの公共投資を政策的に増加すべき

であるとしている｡

農業省は農業開発計画の主目的として､次の4点の整備が不可欠であるとし

ている｡

(1)

(2)

(3)

(4)

港瀧排水施設

市場道路

収穫後処理施設

市場管理運営の改善

とりわけ水稲とトウモロコシ生産農地における藩政排水施設の整備は､新規

中期開発計画の農業開発の最優先課題として取り上げられている｡港漉は,千
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ばつや害虫からの被害を軽減させるだけではなく､生産の安定性をもたらし,

市場の需要量をにらんだ生産体制を確立することも可能とする｡生産性の安定

と生産調整は､価格の安定をもたらし,農民および消費者双方にとって効果的

な経済環境を与えることになる｡

農産品の品質と価格の向上を計る上で､収穫後処理施設と市場道路の整備も

重要な施策である｡水稲は収穫､脱穀,籾すり､貯蔵などの過程で37%が損失

または劣化するというデータがある｡収穫後の損失を軽減することは市場に出

る米が増加することであり､それは農民や流通業者,さらには国家経済に利益

をもたらすものである｡生産者と消費者とを結ぶ市場の組織化も重要課題であ

る｡これにより生産者は､常設の市場と適切な価格を保証され,また消費者は

安定した供給を受けることができる｡

2.4 稔合農地改革計画(comprehensive AgrarianReform Program, CARP)

フィリピン政府は､国家財産である土地の公正な配分と有効利用･開発の実

現を更に推進するため給合農地改革法を制定している｡鎗合農地改革計画は,

貧しい小農家の生活向上と国内の民政の安定などの緊急課題を解決する上で重

要な国家事業である｡

本計画は､全農地における不平等な土地所有を整理し､土地の所有権委譲と

土地所有制度の改善を実施するものである｡さらに本計画は､農地改革後の自

立農家や受益者に対し農地の生産性の向上と農家収入の増加を計るため下記に

示す農業支援計画を含んでいる｡

1

2

3

4

5

6)

7)

8)

9)

10)

ll)

裏作､乾期作導入のための港救施設

水道､電力､澄渡等の基盤整備や公共事業計画

藩政施設運営経費の政府補助金

農産物の価格安定と保証

小農家､自立農家や農民組織を対象とした､農村産業化のために必

要な融資制度

小･中規模の産業に対する財政的支援活動の推進と拡大

農民組織の支援に必要な農業普及貞の増員

農地改革と低コストで経済的な農業資機材の使用に関する研究と情

報の普及

集約された訓練による協同組合活動の知識･技術の拡大

農産物の販売に関する情報や分析に必要な訓練に対する支援

農地改革省が実施しているパイロットやモデル事業を含めた農地改

革事業に対する支援活動への庶務､運営,監理､財務援助
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農地改革省は.､総合農地改革計画の実施を促進するために戦略的重要地区に

おける開発優先策をとっている｡農地開放と受益農民の生活向上のため特に2

4州を最優先開発推進地区として取り上げ重点的に農地改革事業を実施してい

る｡西部ミンドロ州もそのうちの-つに取l)上げられている｡



3.国営潅故事業総合改善計画

3.1計画の目的

一般背景において述べた様に､フィリピン経済の復旧､発展を計る上で貧困

の捷滅は最重要課題である｡貧困層は地方だけでなく都市部にも存在するが､

地方における貧困はとりわけひどく､フィリピン経済基盤の虚弱性の最大要因

と言ってよいであろう｡また,地方の貧困は経済発展の都市庶人を促し､これ

がために都市部の貧困層がさらに増大するという悪循環を産み出している｡或

在のように､経済開発が都市部及びその周辺地域に片寄ったまま推移するな

ら､貧困の撲滅は到底達成できないであろう｡このため､地方における経済開

発は貧困撲滅にとって必要不可欠と認識されており､農業が主要産業である地

方においては,農業関連の経済開発計画の実施が最優先されるべきである｡

貧困の撲滅を計るには､農地の生産性と農家収入の向上を目的として､農業

開発計画が策定､実施されなければならない｡この目的を持った農業開発を全

国で実施するために,現在､国家港叔庁(NIA)が管理運営している国営港瀧組

織(NIS)を対象として,以下の主要内容を含む稔合改善計画を提案する｡

1

2

3

4

藩政排水施設の改善

市場道路の改善

収穫後処理施設の改善

市場運営機能の改善

また､持続ある潅親組織の運営を行なうためには､港混用水源の恒久的維持

が必要であり､水源淀城の保全､改善もまた重要な事業として本計画において

実施することを提案する｡

3.2 計画の背景

フィリピン国の法令6978粂(RA6978)は､ NIAが10カ年計画で全国の港耽可能

でありながら藩政が行われていない150万haについて港救施設建設を行うこと

定めているo NIAは,この法令に照らし｢港叔開発促進計画+を作成している

が､その基本は､ 1)農産物,特に米の需要拡大に対応し､ 2)農家収入を増大
させるために,生産の拡大を図ることである｡

RA6978 :今後10年間に藩政開発事業促進計画の実施により農村地域の開発を推進する法令

が国会の上院･下院により制定され1991年1月24日大統領により暴認されたo



RA6978に基づく港概促進計画を達成するためには, 10年以内に152万3千ha

の土地を新たに港漉し､約110万6千haの既存港瀧システムを改修する必要があ

る｡ 1992年の叩Aの基準値である新規港耽開発事業費､75,000ヘ■○ソ伽､改修事
業費30,000へ○ソ伽を基に算定すると､この計画実施には合計約1,450億ペソが

必要となる｡これは2002年までに毎年平均150億ペソの予算措置をとる必要が

あることになる｡

しかし､現在の政府の逼迫した財政を鑑みて､ NIAは次の表に示す2つの代

案の藩政開発計画を作成している｡

10カ年潅敢闘発計画(1992-2002)

項 目 10カ年計画 シナリオA シナリオB

新規開発計画(千ぬ)

改修計画 (千h)

総事業費 (百万へ○ソ)

年間事業費 (百万へ○ソ)

2002年目標達成率

事業実施期間

1,523 67g 351

1,106 l,310 1,130

145,000 1O8,080 65,610

15,000 1 0.000 6,200

97.4% 70.4% 60.0 %

(10カ年) 25カ年 50カ年

次の表に見る過去の実績と比較した場合､シナリオBにおける数字の方がよ

り現実的である｡

年 新規開発計画(ha) 改修計画(hBL)総事業費(百万ヘ○ソ)

1980 48,260

198 1 47,250

1982 60,470

1983 69,340

1984 30,040

1985 27,940

1986 24,640

1987 19,270

1988 25,950

1989 27,530

1991 14,246

103,360 2,1 43

43, 690 2,262

47,650 2,348

41,650 1,95§

17,950 1.787

21,470 1
,671

15,080 1,780

2(;,570 1
,597

196,020 2.106

229.306 2,233

83.884 1
,976

合計 397,076 994,630

年平均 33,090 82,886

しかし､現在の政府の財政状況から判断すると､財政的に負担の小さいシナ

リオBであっても実施するのは困難であると考えられる｡また､最近大部分の

港瀧事業の実施は次に述べる阻害要因により､満足のいく進捗をあげていな

い｡



1)

2)

3)

4)

中央財務省の予算執行の遅れによる工事費調達不足

土地収用問題

治安問題

ピナツボ噴火,台風､干ばつなどの自然災害

このような現状認識から現在のフィリピンにおける危機的な財政状況の中で

は,上記MAの潅瀧計画を計画通り達成することは非常に困難であると判断せ

ざるを得ない｡しかし､生産の拡大を計り､貧困の撲滅を行なう上で､港敢闘

発を主体とする農業開発は必要不可欠である｡このため､フィーノピン政府は､

新規の大規模港瀧開発計画の実施は必要最小限に留め､以下の利点を持つ既存

港敵組織の改修及び､小規模潅激闘発の実施により農業開発の目的達成を計る

方針を打ち出している｡

1)

2)

3)

4)

開発事業費が少ない｡

完成までの期間が短い(通常卜3年) 0

維持管理費が小さい｡

1地域に投資が偏らない｡

小規模港瀧開発計画に関しては､日本政府の技術援助により､小規模溜池整

備計画､小規模藩政施設整備計画等の,マスタープランが策定されている｡そ

こでN仏は国営港敵組織(NIS)の稔合改善計画に関しても､日本政府の技術援

助によるマスタープランの策定を希望している｡ NISは全国に渡って運営され

ており,大きな農業生産性のポテンシヤ■ルを持ちながら､港瀧施設の破損､収

穫後処理施設､市場道路の未整備､市場管理機能の欠如等により､そのポテン

シャルを発揮できないでいるものが多い｡これらの中にはわずかな改修事業に

より､大きく生産性の向上がはかれる組織が多くあり､改修事業費と事業効果

の比較分析を行なった上で､最適改善計画を策定し､事業実施を行なうことが

強く望まれている｡

3.3 国営潅敵組織の概要

NIAは,現在全国で162の国営潅瀧組織(NIS)を運営しておりその港漉稔面積

は636,000haである｡ 1991年における港概面積は雨期に459,000ha,乾期に

430,000baであり､合計889,000baであった｡次表に1991年における州別藩政面

積を示す｡



設計 計画

漫概面嶺

45,386

55.705

68,779

55,455

18.407

53,500

15,433

13,348

22,732

48,876

37,610

&
6l,055

69,589

82,239

69,942

22,43 2

60,005

29,641

13,901

28,617

57,809

44,850

壁___負_
1

2

3

4

5

6

7, 8

9

10

1 1

12

upRIIS計

些当室丑_
絵 計

実在液面積

雨期作 乾季作

29,371 16,191

25,901 33,∃lo

33,360 45.027

37.831 27,461

15.254 15,315

47,761 35,723

1 1,761 10,$94

1 1,S25 1 1,234

17,890 18,684

42,018 40,039

3 2,796 23,645

83,701 77,568

69,8 59 74,633

I 15,995 103,285

97,402 97,402

753,1 17 635,918 459.328 429,724

NISの作付率は,現在139%であり､近年の度重なる干魅の被害により乾季の

作付率が低下してきている｡ NIAは､干魅の被害を最小限に抑えるために,餐

益農民の参加も得て以下のことを実施している｡

1)作付スケジュールを早めること｡

2) NIAと港概観合で合意された藩政スケジュールは厳格に遵守すること.

3)より正確な港瓶用水管理を実施すること｡

4)水稲よりも港就要水量の少ない作物の作付けを推進すること｡

5)干魔の被害を受け易い地域に貯水池をつくること｡

6)既存の貯水池において､港瓶用水を最適に利用すること｡

また､フィリピンを通過する年間約20の台風が洪水などの被害をもたらして

いるが､この洪水等により港瀧施設が受ける被害の中でも頭首工の損傷は深刻

である. NISには主な敦首工が174あるが､うち64を対象に19S8年1月から約3

年間行われた調査によれば､その全てが何らかの支障をきたしていることが明

らかとなった｡ NIAは,財政上の理由から､これらの施設についても全面的な

改修でなく補修工事しか行えないのが現状であり､このため施設の維持管理の

悪化､作付率の低下をまねいている｡

干魅､洪水以外の自然災害による潅敵組織の機能低下もあり､特に､ピナツ

ポ火山の噴火は､中央ルソン4州の潅瀧施設に甚大な被害をもたらした｡被害

を受けた国営藩政組織は下表に示す5つで､その面積は約25,00Oba､農民は約

14,000人に及んでいる｡
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被害面積(ha) 被災農民数

4,431 51

1
,367

944

3,884 2.451

l,1$1 1,500

国営港叔粗綴

1.ポラック-グマイン(パンパンガ州)

2.コローカウラマン(バタアン州)

3.サントトマス(ザンパレス州)

4.プカオ(ザンパレス州)

5.サンミグ-ルオドネル(タラツタ州) 13,976 9,266

合計 24,839 1 4,212

NIAは､本計画と類似した事業として藩政運営支援事業(IOSP)を､第二世

級, oECF､米国開発省の融資により実施している｡ 10SPの基本方針は､農民

水利組織強化､それにNIAの維持管理担当職貞の教育訓練にあり､多くの国営

港概観織をIOSPの対象としたいという意向から､事業費の多くはこういった

ソフト面の強化に使用されている｡このため､施設の物理的な損傷の修復は､

現在施設の運営に支障をきたしているもののみに止めており､実質的改修事業

の予算はかなり限られている｡

3.4本計画実施の必要性

これまでの潅概組織の改修事業では､主要港救施設の改修が主目的であり､

それだけでは農業生産性と農家収入は必ずしも改善されなかった｡それは次の

ような理由による｡

1)

2)

3)

4)

度々の干魅及び洪水といった自然災害への対策不足

不十分な収穫後処理施設

農業生産資機材および生産物の配布･集荷施設の不備

未整備な市場システム､および不十分な市場情報

すなわち国営港概観織における農業生産性と農家収入を最大にするために

は､藩政施設のみでなく､市場道路､収穫後処理施設,市場管理にも焦点をあ

てた総合改善計画を実施する必要がある｡

また,国営藩政組織の中には,頭首工や主要用水路における土砂堆積により

機能低下をきたしているものがある｡これは上流域における土壌侵食が主たる

原因であり､また涜域の植生変化は下洗の水質,水量に大きく影響する｡した

がって流域を保全し､港瀧施設の機能を最大にするように努めることが必要で

ある｡植林等による淀城保全は干魅や洪水の防御にも有効である｡継続ある潅

故事業の運営を行なうためには､港耽施設の改修と同時に滝域保全プロジェク

トも実施する必要がある｡
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3.5 マスタープラン スタディの必要性

国営港救組織の稔合改善計画は,生産性の向上と農家収入の増大を目的とし

て､ 1)港蔽施設, 2)流域､ 3)収穫後処理施設､ 4)市場道路, 5)市場シス

テム､の5つの要素の改善を計るため､まずそれぞれにおける間蓮点を明らか

にする必要がある｡

一般に,従来のプロジェクトは物理的な施設の充実に重点が置かれて行われ

てきた｡そのために必要な資金は莫大な額となっていた｡施設の充実も重要で

はあるが､フィリピン政府の現在の緊縮財政のもとでは,もっと財政事情に適

合した従来とは異なる計画を樹立する必要がある｡即ち､必要な事業に対して

事業費を見積るのではなく､限られた予算の中で如何に効果的な事業を策定す

るかといった手法を取り入れるべきである｡

NIAは｢港概開発促進計画+を策定しており､国営港漉事業給合改善計画

は､この｢促進計画+を祷完するものとして策定されなければならない｡その

ためには,全国の港概観織を対象として｢促進計画+の指標である米の必要生

産量に見合った改善計画のマスタープランを策定することが必要である｡しか

し,フィリピンの軽済復旧は急務であり,計画策走に多大な時間を割ことは得

策でない｡このため､全ての国営港概観織の現状分析を行なった後,早期事業

実施を目的として､特定組織(約2 0件)を選定し,これらについて改善計画

のフィージビリティ調査を実施する｡対象組織選定の基準等は､全体の評価時

に検討,作成するが､特に,経済開発の遅れている地区が優先的に選定される

基準が望まれる｡フィージビリティ調査終了後､対象組織は順次事業実施に移

すことが可能である｡また､残りの国営港敵組織については,フィージビリテ

ィ調査の結果を利用して給合改善基本計画を検討し､全体のマスタープラン乗

定を行なう｡

また､山林の裸地化等の流域の地形学的な変化は､藩政計画の水利･水文解

析に大きな影響を与える｡すなわち､そのような変化は通常,現在の港瀧施設

の維持管理方法､また将来の構造物設計に影響を及ぼす｡したがって､このマ

スタープランではこのような変化をも考慮した水利施設計画設計基準の改善を

行なう｡
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3.6 本計画及びマスタープラン スタディの実施方法

マスタープラン スタディは以下の通り3段階に分けて実施する｡

フェーズⅠ 調査

フェーズⅠⅠ調査

フェーズⅠⅠⅠ調査

改訂水利施設計画設計基準の作成及び緊急改善計

画地区の選定

仝NISを対象に基本資料の収集､分析を行ない､

問題点を把達すると共にデータベースの構築､水

利施設計画設計基準の改訂､緊急改善計画実施地

区の選定基準の作成及びその選定を行なう｡

緊急改善計画実施地区に対するF/S

仝NISに対するマスタープランの策定

全国営潅概観織のうち緊急改善計画のF/Sを実施したものについては､事業

内容､事業費等を考慮して､無償資金事業又は､数件をパッケージとした有償

資金案件として事業実施を提案する｡その他の改善計画については､マスター

プランにおいて事業実施計画を提案するが,実施に当たっては緊急改善計画の

事業実施成果を取り入れて､計画の見直し等が行なえる様な実施体制を提案す

る｡このためにも､データベースの構築といったフェーズⅠ調査が重要とな

る｡
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4.カナスハン小規模溜池潅概計画

4.1計画の目的

セブ州政府は,工業化による軽済発展を進めてきた結果､主として都市住民

が恩意を受けてきた｡しかしながら工業化が成功しているにもかかわらず多く

の地方住民､主として農民は､貧困に苦しんでいる｡セブ島の農業は､生産性

の向上に大きな可能性を持っているにも拘わらず開発されておらず農民の収入

は低い水準に留まっている｡一方,農業開発の遅れにより州内の食糧自給は達

成されていない状況である｡

本計画はセブ島の持続ある経済発展を助けるために,貯水ダム､潅漉施設､

収穫後処理施設､市場道路､市場組織,水源保全等を含む総合農業開発を実施

することにより､下記の目標を達成するものである｡

1)低開発地域での経済成長を速めるとともに､生産性と農家収入の改善に

2

3

4

よる農民の生活水準を向上させる｡

効率良い開発と有効な土地､水資源の利用を進める｡

地域(島内)食糧自給のための食糧供給を改善する｡

施設の工事や運営･管理による作業により､地方住民の雇用機会を拡大

させる｡

4.2 計画の背景

フィリピン政府は,中期経済開発計画(1993-98)の中で,国内の持続的な

経済成長,経済効率､経済復旧の全体的発展推進を助けるための経済の基盤を

強化することを計画している｡優先開発計画は,地方農村の低い生産性,失業

者､貧困などの問題を効率的に軽減するために農業分野の開発に集中してい

る｡農業開発の主な目的は､生産面積の拡大と生産性の向上を図ることであ

る｡これらを達成するには､水資源開発､充分な輸送施設､農業支援事業等が

重要となる｡

現在､セブ島が直面している主な問題は､農地面積の限界､低い生産性､都

市部の人口集中､不完全な農業基盤整備などによる島内食糧自給の不足であ

る｡下の表にあるように仝セブ州で約44,000トンの米, 128,000トンのトウモ

ロコシ､ 21,000トンの野菜が不足していると見積られる｡
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捻供給量 過不足量

(tons) (tons)

自給率

(%)

4,5$1 43.757 9.5

6,1 19 128,438 4.5

52,853 21,092 7l.5

8,O17 5.733 58.3

一人当たり 稔消費量

作目 年間消費量 人口 (tons)

米 45.35kg

トウモロコシ 84.16kg

野菜 27.75kg

根菜類 5. 16kg

1
,065,882

48,338

1
,598,823

134,557

2,664,705 73,945

2.664,705 1 3,750

セプ州の住民の主食を約40%が米,残り60%がトウモロコシとして算定したc

(出典; 1990年度セプ農業統計書)

この表によると,セブ島の米とトウモロコシの給生産量は､それぞれ島内の

穀物需要の約9%､ 5%しかない｡島内の食糧自給を改善するためには､農業開

発が最も重要であり､農業生産性向上のために港叔開発は必要不可欠と認識さ

れている｡

これまでセブ島の藩政事業は､雨季ir=おける主要作物の米と,乾季の換金作
物の生産性向上を計るために頭首工による重力式港救国発が行なわれてきた｡

しかし､藩政用水の不足は深刻な問題であり,水源確保のため小規模溜池滝親

閲発が検討されてきているo濯瀧は,干魅や病害虫の繁殖といった危険を減少

するだけでなく,農産物の消費量が多い時期に収穫を行なう等の生産調整を可

能とするc また､伝統的な季節周期依存農業から脱却することを助けることに

もなる｡この結果､供給価格は､安定し農民と消費者両方に利益をもたらす｡

セブ島の地方農村部の最貧困農民は､農地の総生産が低いために木材伐採や

畑地作物によって生計をたてるために丘陵地や山岳地への移動を余儀なくされ

ている｡山林における無制限な木材伐採や畑地耕作は､流域の環境破壊を生じ

させ､また裸地化は水資源の質と量に影響を与えている｡農業開発は貧困を軽

減するためだけでなく､環境悪化の予防のために必要とされている｡

さらに､地方からセブ市及びその周辺への人口の移動によって都市部の貧困

は加速されており､地方の開発計画が都市開発と協調して実施されなければ､

さらに加速されることになる｡都市への人口流入を止めるには､効果的な農村

開発計画の実施によって,雇用機会の増加と好ましい生活状況を地方農民に与

える必要がある｡

近年のフィリピン政府の財政的危機により､藩政施設､農産物販売用道路､

その他農業支援活動などの経済開発投資は大幅に減少している｡総投資の急激

な減少で､投資の重点が新規大規模藩政開発計画の実施から､小規模溜他藩淑

計画(SRIP)を含めた既存港瀧システムの修復や小規模藩政開発計画へ移さ

れてきている｡
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本計画は､国際協力事業団(JICA)によって実施された農業用小規模溜池整

備計画(SWIM)のマスタープラン調査の中で将来開発計画として提案されて

いるものである.マスタープラン調査後, NIAは､上記に述べられたセブ州の

状況を考慮して本計画の実施を最優先事業としてフィージビリテイ･スタディ

を行っている｡しかし､この事業の実施については､フィリピン政府の財政不

足からセブ州政府は日本の無償援助による事業の実施を強く希望している｡

また､本計画は､セブ島において初めての貯水ダムによる水資源開発事業で

ある｡セブ島は地質上,石灰岩層が多いため､これまで貯水ダムの建設には消

極的であった｡しかしながら水資源開発は､持続的経済成長を確実なものとす

るために最も重要なものである｡たとえ効果的な水資源開発が実施されるとし

ても､セブ島では今後10年間で水が不足するという危機的状況に直面すると言

われている｡本計画はセブ島における将来の小規模漕他藩概整備事業のための

パイオニア的事業と期待されている｡

4.3 計画の概要

本計画地区は､セブ市の南西約39k皿のカルカル郡に位置している｡計画地

域は,バランゲイスカナスハン村､ベレロス村､バラドリド村に位置しており,

この三村の人口,世帯数､農家数､農地面積は次表の通りである｡

虹
4,893 971 333 377

7,460 l
,358

460 207

j旦…
18,292 3,41 1 1,008 819

&
カナスハン

ベレロス

ヴァラドリド

根菜類

(出典;カルカル郡農業統計書､人口･世帯数統計書, 1991年)

農業は,この地域で主な生計の手段であるが､農民は天水条件下で主たる穀

物であるトウモロコシを栽培しているにすぎない｡平均的農地保有面積は､

0.81baである｡

本計画は以下の5つの主要開発･整備事業を含む｡

1

2

3

4

5

小規模漕他聞発

流域開発

潅蔽排水施設開発

収穫後施設整備

市場道路整備
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本計画のダムは､ダーン･ルンソド川の直線で狭い峡谷に建設される｡計画

地の地質は､石灰岩,砂利､粘土から成っている｡ダム建設に伴う家屋の移転

は無いo集水域は約38.5km2で､植生は主に芝草である.

ダムの型式はゾーン型アースフイ)I,ダムで､高さ30m､堤頂の長さ89m､碇

体の概算体積164,000m3である｡余水吐は､ 100年確率の洪水量毎秒410m3で設

計されている.港叔用水は､ダム放水工より直接幹線水路に放託される｡貯水

ダムにより､雨季･乾期とも,水田と野菜畑380baの潅親が可能である｡

淀城保全計画は,森林再生､淀城保護､環境保全のため､涜域と未耕作地の

復旧を行なうことを目的としている.このため､稔面積150haの再植林計画を

予定している｡

収穫後処理施設と市場道路の建設により､農業生産品の質の向上と価格の安

定を図る｡収穫後処理施設として､水稲とトウモロコシのための乾燥施設と､

野菜のための加工処理施設の建設を計画している｡また,農業生産資機材と生

産物の円滑な輸送のために､現在ある約4.3kmの村道を市場道路として改修す

る｡

本計画の概要を要約すると以下の通りである｡

港赦面積

ダム

ダム型式

堤高さ

堤頂長

稔貯水量

有効貯水量

堤体積

洪水吐設計洪水量

流域面積

貯水池満水面積

流域保全面積

荘就排水地設

幹線水路

支線水路

排水路

構造物の数量

収穫後処理施設

道路改修

総延長

道路幅

舗装

槍(10m)

1

2

3

4

5

6

380ha

ゾール型アースフィルダム

30m

89m

6,591,000m!

5,992,000 m3

1 64,000 rE13

(100年洪水確率) 410mソsec

38.5km2

o.74krnユ

150ba

llkm

7 kn]

5 kIヨ

50カ所

4.3km

5.Om

砂利舗装

lカ所
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適切な水管理と施設の維持管理のために,以下の機器材を本事業において購

入する予定である｡

1

2

3

水文気象施設の機器

データ処理機材

建設機械

4.4事業費

事業実施のための必要資金は､以下の通り約201.6百万ペソと見積られる｡

金星上ヒミヱ⊥

119,300

46.700

22,600

5 0,0(氾

2,100

13,300

6,000

1 2,000

10,OCK)

34,000

196,700

_AA.無償援助分金額
(I)ダム関連施設

ダム堤

洪水吐

その他

(2)流域保全関連費用

(3)港敵･排水施設

(4)収穫処理施設

(5)市場用道路

(6)維持･管理用機被

(7)コンサルタント

小 計

B.フィリピン政府負担分金額
(1)土地収用費

(2)藩政組織の結成･訓練費

(3)運営･管理費

小 計

3,000

100

1,800

4,900

稔 計 201.600

4.5実施計画

事業は､ 1994年- 1996年まで3年間実施される計画である｡ 1994年と95年は

基本設計､財政的調整､詳細設計､建設の入札を含む準備作業が実行される｡

実際の建設工事は､ 1996年に実行される｡
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5 西部ミンドロ州中部地区農村絵合開発計画

5.1計画の目的

農地改革省は､西部ミンドロ州中部のサブラヤン地区を捻合農地改革計画

(CARP)の最優先開発地区の一つとして､支援事業を実施してきている｡本計

画はこの地区における農地改革事業の受益農民と､政府のピナツボ被災民移住

計画により中部ルソンより本地区に移転してきた受益農民を対象として,彼ら

の生活の安定と向上を計るために､農業基盤整備を中心とする絵合農村開発事

業を実施するものである｡農地の生産性と農家収入の向上により､貧困を撲滅

し､地域経済を活性化するためには､土地･水資源と人的資源が効果的に開発

されなければならない｡このためには､対象地区の開発阻害要因を明確にした

上で,以下の開発計画を検討し,給合農村開発計画を策定するo

1

2

3

4

5

6

土地･水資源の利用計画

基盤整備計画

社会･経済開発計画

農産加工業開発計画

環境保全計画

組織制度改善計画

5.2 計画の背景

一般背景に述べた様に､貧困扶滅を目的とした低経済開発地域にj引ナる農業

開発は､フィリピン政府の最も重要な政策の一つであるc フィリピン政府は稔

合農地改革計画により､新たな地主農家の創設､ cARP受益農家-の支援事業

を行なっており､貧困撲滅のための計画として大きな期待が寄せられている｡

西部ミンドロ州は最も経済開発の遅れた州であり, cARP受益農家の多いこ

とから､総合農地改革計画の最優先開発推進州(全国2 4州)の一つに認定さ

れている｡特に､州中部のサブラヤン地区は州の中でも最重要開発地区と指定

されており､農地改革支援事業の拡大が計られている｡

また､本地区は､ピナツボ火山の噴火による被災者の入植地に指定されてお

り､バトンダブハイ村ハボン地区に225世帯743人が既に入植している｡現在､

この入植農地改革受益農民に対し政府と民間期間(NCO)の支援活動によ

り,家屋建設と公共施設として市場､学校､教会等の生活基盤整備が行われて

いる｡しかし,農業生産活動のための基本インフラ園発､社会経済基盤の整

備､組織･制度の改善等については､フィリピン政府の財政事情もあり,基本
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構想が提案されているにすぎない｡このため､総合農村開発計画を策定するた

めに､フィージビリティ スタディの早期実施が期待されている｡そして計画

の実施について日本政貯の技術･資金援助を強く希望している｡

5.3 計画地区の概要

サブラヤン農村給合開発計画地区は,西部ミンドロ州のサブラヤン郡庁の南

部に位置し､計画対象地区の総面積は10,000baである｡計画地区は､州都のサ

ンホセより北方約60kmにあり､ 2車線簡易舗装国道で結ばれている｡また,サ

ブラヤンの町から約10k皿南に位置する｡この国道は､でこぼこで雨期中の通

行が困難な状況である｡気候は,乾期と雨期に別れており､ 11月より5月が乾

期､ 6月から10月が雨期となっている.年間降雨量は､約2,200mでその内の

約90%が雨期に集中している｡

本計画は,農地改革計画実施地区であるサンニコラス､エミアダイナルドと

マリスボング村と,ピナツボ火山による被災移民のうち農地改革受益者に対す

る再入植地区に指定されているブゴス,バトングブハイとリガヤ村を対象地区

としているo これら6カ村の人口は､ 13,068人でサブラヤン郡の人口46,546人の

約28.1%となっている｡

計画地区の人口と世帯数

村 名 人口 世帯数

サンニコラス

アダイナロド

マリスボング

プルゴス

バトングプハイ

リガヤ

合計

741 127

1
,206

226

1
,627

328

1
,259

272

3,324 61 1

4,91 1 944

13,068 2,508

サブラヤン都 46,546 9,038

&

資料: 1990年人口統計センサス､国家統計事務所

cARP戦略的重点実施地区内には,約2,000のCARP受益農民が居住してい

る｡地区内住民は主として農業と漁業による収入により生計を立てている｡計

画地区内の主水源であるモングボング川の両岸に広がる農地における水稲栽培

が主たる農業生産活動となっている｡

本計画地区内には､国家港耽庁が実施しているモングボング潅耽開発事業が

あり､世界銀行の融資を受けて計画藩政面積2,923baを対象として2カ所の鎮

首工と港概施設の建設が行われている｡ 1992年9月現在では,全体計画の約
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65%の工事が完了しており､乾期(I-6月)に334ha,雨期(7112月)に

880baの潅叔が行われている｡しかし､フィリピン政府の大幅な財政削減によ

り､ほとんどの工事が中断している｡

一方､ピナツポ火山被災者の入植地であるハボン地区は､サブラヤン町の西

方約20knに位置し､入植計画面穂1,380haの内, 27haが居住区､ 918haが農

地､ 40haが公共施設用地,その他(395ha)に分かれている｡幾人植予定数284

世帯の内､約80%に当たる225世帯が入植しており､一世帯あたり600m2の土

地と家屋が提供されているo農地は, 18haの共同所有の水田と900haの農耕地

(一世帯当たり2ba)となっている｡入植者用家屋と市場,学校等公共施設の

約90%は建設されているが､農地の基盤整備､インフラ整備,手工業関連施設

等ついての開発は､測量･地形図作成も行われておらず基本計画すら策定され

ていない状況である｡

5.4開発調査の必要性

cARP受益農家に対する支援事業は､農地の生産性の向上等により､農家収

入を増加させることを目的として実施されている｡限られた事業予算の中で､

支援事業を効果的に実施するためには,事業対象地区の抱える問題点を明確に

し､その地区が持つ特異性を生かした開発計画を策定しなければならない｡こ

のためには､十分な現地調査､開発計画の検討が必要不可欠である｡

農地の生産性の改善､農家収入の増加を計るためには, ｢計画の目的+に述

べた各開発計画(土地･水資源利用計画,基盤整備計画､社会･経済開発計画､

農産加工業開発計画､環境保全計画,組織制度改善計画)を､人的資源､天然

資源の有効活用を目的として､いかに策定していくかが重要である｡

各種の内容を含んだ開発計画を実施する際に,適正な投資額により事業便益

の最大化を計る総合開発計画を検討することは､非常に重要な課題である｡多

額な開発事業費を必要とする給合開発計画は､財源の効率利用が保証されてい

るか否か十分な解析を行なった上で,実施に移されるべきである｡

以上の観点から, DARは本計画のフィージビリティ スタディを実施し給合

開発計画を策定することを望んでいる｡調査は大きく､航空測量による地形図

作成と､フィージビリティ調査の2段階に分けて行なうことを予定している｡
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資料 _ 1

調 査 実 施 工 程 表

日

潤 月日

曜

日

起点/

経由地 滞在地 行事

1 10月5日 月 東京

マニラ

サンホセ

マニフ 移動

2 10月6日 火 マニフ -NIA訪問/石日･細野専門家と打合せ

3

4

10月7日

10月8日

水

木

マニフ

サンホセ

DAR訪問/八木専門家打合せ

DARRegionIV訪問/打合せ

移動/DAR州事務所訪問/打合せ

5 10月9El 金 サンホセ サブラヤン地区の現地調査･資料収集

6 10月10日 土 マニラ 資料収集/移動

7 10月11日 日 マニフ

セブ

セブ 移動

8

9

10月12日

10月13日

月

火

セブ

マニラ

NIR州事務所訪問/打合せ/資料収集

セブ市長･メトロセブ開発事務所訪問

現場調査/資料収集

10 10月14日 水 マニフ DAR･NIAと打合せ/資料収集

I 10月15日 木 マニフ 報告書作成/資料収集

2 10月16日 金 マニラ 報告書作成/資料収集

3 10月17日 土 マニラ 報告書作成

4 10月18E] 冒 マニフ 報告書作成

5 10月19日 月 マニフ DARと打合せ

NIAと打合せ
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THE INTEGRATED IMPROVEMENT PROJECT

OF

NATIONAL取IGATION SYSTEMS

PARTI CIPANTS

幽基

i. Dr. JoseA. Galvez

2. Mr. Isidro R. Digal

3. Mr. Ediltxrto E. Payawe1

4. Mr.Leor)arro E. Balite

5. Mr. Vol血e 良. Barlis

6. Mr. Takesbi lsbida

7. Mr. Yasutaka Hosono

Assistant Administration for System Operation and

Equipment Management

Manager, ProjectDevelopment Department (PDD)

Manager, System Management Department (SMD)

PrincipalEngineer A, SMD

fhncipalEngiJleerA, SMD

JICA Expert

JICA Expert



CANASUJAN SMALL RESERVOIR tRRIGATION PROJECT

P ARTICtPANTS

軸基1

1･ Mr. Isidro R･ Digal : Manager, ProjectDevelopment Department (POD)

NIA Cebu Provincial_ Irri空ation Offi旦巳(PrOl

2. Mr. Romeo G. Quiza

3. Mr. Lhosdado A. Rosales

姐

4. Ron. Tomas R. Osme邑a

適地

5･ Mr. GabrielV.Leyson

地道

6. Hon. Severino A. Escobido, Jr.

Provinciallrrigation Engirleer

AssistarLt Provincial IrrigatiorLEngineer

Mayor

ProjectDirector

MunicipalMayor

Del)artment Of Agric_tllture Cebu Provincial0組

7. Ms. Judi血Ytem : Provincial Agrictllture lnformatioII ManagerrleZlt

Officer

8･ Mr. OscarA･ Barcenas : Engineer, Erlgineering Task Force



OCCIDENTAL MINDORO (SABLAYAN) INTEGRATED AGRARIAN REFORM

DEV ELOPMENT PROJECT

PARTICIPANTS

蜘

1. Mf. Virgi1ioE. Catx5ZOrL

2･ M工. Masahiro Ya由

地堕鎧

3. Mr. Wilfredo B.Leaao

4.旭. HoTIOratO A. Victoda

5. Ms. GIoria S. Arau]lo

6. Ms. Ca皿elita 0. Atx3uta

BAR O_ccikntal_Mindor_o ProvincialC

Assistant Secretary, Plan血喝& ProjectManageTnent
Office

JICA Expert

Director

C血ief AgrarianReform O缶cer

Chief ProjectDevelopment 皮 ImplementaEtion

StlperVising Agrarian Refわrm Officer

face

7. Mr. Rolando V. Cor)stantino

8･ Mr. Felixberto Kagahastian

9. Mr. Ltlisito Jacinto

地泣由由虹王由

10. Mr. Emilio R. Malaluan

ProvincialAgrarian Reform Officer

ProvincialAgrariin Reform Services Officer

Chief AgrariarL Refわrm O岱cer

泣虫坦.白壁由

Senior lrrigadon Engineer B

臼主虹由地由

ll. MIS. Camelita G. Salazar .･ Clerk Proc. B

htAiebiiip2iBgih49aigRBsakjgigaB9BiEgdssLQfBga

12. Mr. Jimmy F. deLeon : ActingfVoject Manager
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国営港漉事業港倉改善計画

(TtmCAL ASSⅠSTAh4CE &oFnSAり



PROJECT PROPOSAL

FOR

JAPANESE GOVERNMENT TECHNICAL ASSIS TANCE

1. PROJECT TITLE

2. LOCATION

3. EXECUTIVE AGENCY

: MASTER PLAN STUDY ON THE INTEGRATED

IMPROVEMENT PROJECT OF NATIONAL

ⅢuuGATION S YSTEMS

: NATIONWIDE, NATIONAL ⅡとRIGATION SYSTEMS

AND SURROUNDING AREAS

: NATIONAL ⅡとRIGATION ADMINISTRATION

4. OBJECTⅣES

Alleviation of poverty is the most important and ultimate goalof the economic

development prograJn in the PhilipplneS. Poverty lS rampant at not Only intheruralareas bLlt

alsointhe urbanareas･ However poverty insidence is more prevalent and widespread intherural

areas･ And urbanpoverty is accelerated by the ruraトurbanmigration, which is expected to

irLCreaSe more raPidlyun1ess nual development programs are implemented as harmoniously as

the urban development. Ruraldevelopment is recogmized to be most effective measure fTor the

alleviation of poverty. Since agriculture isthe main ecor)omic activity in theruralarea, its

development shall begiven top pnonty in the economic development program.

Agriculturaldevelopment shallaim at alleviation of poverty by activating therural

economy throughthe improvement of productivityand increase of famers'income. Withthese

asthe objectives,the Integrated hprovement Projectof NationalIrrigation Systems (NISs) is

proposed to implement the agncultural development projectsnationwide. The
project

hasthe

following COmPOnentS :

l)lmprovement of irrigation and draiLlage facilities,

2)lmprovement of払rm-to-ma4･ket roads,

3)lmprovement of postharvest facilities, and

4)lmprovement of market management system

The protectionand improvement of watersheds arealso required to achieve sustainable

imgation development.



The objectivesof the master planstudy are:

I) To identifythepresent constraiJltS On NISs,

2) To prepare updated data base system of NISs,

3) To prepare modified hydraulic design criteria for the improvement/rehabilitation

works of diversion dams,

4) To identifyandformulate urgent improvement projects
for selected NISs,

5) To carry out feasibihty studies onthe urgent improvement projects,

6) To preparethe master planfbr the integrated improvement projectof NtSs in order to

supplement ”The Accelerated hTigation Development Program 1992-2002'T, azld

7) To identifyandformulate watershed management projects.

5. BACKGROUNDNFORMATION

5. 1 NATIONAL STRATEGY

Recession has been gripping the cour)try's economy since the end of 1989,and the

Goverrment of the Republic of the Philipp]nes must take swiftand decisive measures to revive

the battered economy brought about by naturaldisasterand calamitiesand political upheavals.

T山s is shown by the negative economic growth rates as follows:

GNP aqld GDP by hdtJS由a1 0dgin

(1985 Constant拙ces)

________________________皿吐出皿止
!旦星≦し__ 1990 199 1

____+由幽_1. AgricultLFe, Fishery

and Foresuy

2. Indus甘y Sector

呈出_________
GDP

___幽L4. Ne( Factor lr)come

&
GNP

rGrowth Ratesl

155,292 159,964 160,734 161,859

232,500 25 1,581 256,136 247.813

2ヱ虹
658,463 697,382 7 15,309 708,227

iBL25Ba____A

a
652,293 689,693 7 16.964 7 16,2 16

(7.15%1 f513_%) (3.95%) (-0.1 %1

Source : 1992 PhilippiT把StadsticalYearbook, NationalStatisdcalCoordination Board

lt is to be recogmized however,that the present economicand financialcrisis in the

cot)n打yare induced not only by such unfavorable phenomena butalso bythe structtlral

weakzleSSeS in the fわundation of the ecor10my ltSelf･ To ensure stlStained economic growth, the

PhilipplneS Shall continue to implement structural reforms and stabilization measures inthe

COmmg yearS･



･The
Government is now preparing a new six-year medium-term (1993-1998)

development planwhose main thrust is ''World Competidvenessthrough People Empowerment-I.

The world economic competitiveness means that the countryls localproducers are able to sell

their products or services effectively in the internationalmarket on equal terms withall

competitors worldwide. Under the approved guidelines forthe formulation of the plan,the

private sector will play a key role in propelling the economy. The private sector cancontribute

to totalhumandevelopment by generating employment. The govemment will promote world

compedtiveness by providingthe appropriate economic and business environm?nt for the private

sector.

People empowerment meansthe upliftment of people's well-being which isthe ultimate

goalof development･ This pnority goalis toal1eviate poverty, which is widespread in the

backward
regionsof

the countryside･ And sincethe bulk of the population is inthe countryside,

special focus should begiven to countryside d?velopment･ In 1990, about 31･3 million or 52

percent of au filipinos live inruralatea, where agrictllture isthe main economic activity.

Agrict11tt)re plays a key role in the development of the industry sector asthe former

providesthe raw materials for the latter･ The Department of Trade and Industry has received

assurances thatthe pnvate sector would be willing to enter into the processlngand marketing of

additionalagriculturalproducts for as long as su氏cient supply based canbe丘mly established･

Emphasis shall therefore be given to agricultureandruralindustrialization, consistent withthe

government-s priority ‾thrusttoward countryside agro-industrialdevelopment･ Untiland unless

the govenlment has in place a rationaldevelopment program for agriculture,any industrialization

scheme will be like building a castle upon quicksand.

On the other hand, similar to banks which continue to shy awayfromriskyrurallending,

consumerand agriculturalauxiliary industries have beenalso hesitant to set up business with the

absence of infrastructures･ Chronic power shortageandthe peaceand order situation in the

country continue to cause concernamong investors･ In particular, it is indispensable to provide

a better condition of stabilityand peaceand order forthe govemment to proceed withits various

programsand attain sustain economic growth･ OrlCe the ongoing Peace Process is completed,all

other programs of the government can have better chances of succeeding･ First of all, the

government shall implementthe in&astructure programto make the investment climate attractive

forthe pnvate investors･ The implementation of a well prepared integrated infrastructure

program is zleeded to support the govemment programs to increase productivity, promote social

and politicalstability･ raise income,and foster welfare, employmentand equity･



Rapid population growth, inequitable land distribution, 1andlessness and general

impoverishmeJlt Create a PreSStlre for migration, Which the goverrLment must immediately

address to make it responsive toruralfolk's needs･ More than 20mi11ion filipinos ctLrrently

reside in urban aDeaS,and withrural-urbanmigration, this totalis expected to reach morethan30

million by the year 2000. At present, because of the concentratior1 0f people in Metro Manila,

criticalenvironmental problems have reached proportions requlnng Very expensive remedies. In

order to stop urban migratiorl Problems, more employment oppor(unity and desirable living

conditiorLS Shall begiven totheruralpeoples by the govemment.s public investment.

Furthermore, some oftherural poorestpeoples, who suffer from low productivity of

agricultural1and, are obliged to mlgrate tOthe hillyand mountainareas ir1Order to make a living

by lumbering or upland crop cultivation. The de_ntldation of watersheds due tothe tlZICOntrOlled

logglng and shifting cultivation has affected the qualityand quaJltity of water resources inthe

?otlntry, and has caused serious flood or drought･ The countryside development forthe

alleviation of poverty is required to preventthe environmentaldegradation.

5.2 DEVELOPMENT STRATEGY ON AGRICULTURAL SECTOR

Agricul(ure today remains a ma)or backbone of the country･ The agnculture sector

accounts for one-fourthof the countryls gross nationalproduct. (I accounts for about half of the

country.s totalworkforce･ It produces a still substamialamount of the totalexports, eaming

some US$ 1
,150
million in 1991. Unfortunately, despite血e coun吋s comparadve advantage in

agriculture , macroeconomics policies have remained biased against agrict)lture.

Past and present government leaders, acknowledgedthat the country has large

agnculturalpotential, and as such, agnculture shall remain to be the most crucialsector in

steeringthe national's economy･ They agreethatthe agnculture sector has to be developed tothe

maximum to ensure the country's march to economic recovery and growth. However,although

也e agnc山tural sector has always been glVen the top pnonty in the development plan,血e

proposed agricultural development projects have not been implemented according to the plan due

mainly to govemmentfinancialconstraints.

The Department of Agriculture(DA)focuses on increasing productivity aLnd incomes of

farmers, followlng the new national policy.'World Competitivenessthrough People

Empowerment”･ This will be coupled with the needed policy reformsand increased public

spendirlg Onruralinfrastructures to attract investments on the countrysideand encourage the

growth of agro-based enterpnses･ which are also aimed at providing greater employment

opportunitiesintheruralareas.



Thefocus of DA programs would center on irrigadon, fan-to-market roads, post-h肝VeSt

facilities, and (he most important, market. In particular,the development of irrigationand

drainage systems would be a top priority overthe next six years･
･The
countryTsrice aJld com

industry, on whichmillion of people depend, stlffersfrom low productivity mainly because of

the lack of imigation facilities. Increaslng Productivity throtlgh imigation,along with better

access to markets, will definitely result in better incomesforthe majority of theruralpoor, more

particularly thericeand com farmers. Irrigation will not only reduce therisksfrom droughtand

pest infestations; it willalso helpfree血mers fromtheir traditionaldependence on seasonal

cycles by a11ow111g them to plantand h打VeSt during lean seasons when the demaJld for products

is higher. Thus, supplyand subsequently pnces win remain reasonably stable, bene丘ting both

famersand tlSerS.

The DA thrust should provide for p9St-harvest facilities and coordirlatioJl iL) the

construction of more fan-to-market roads. This will provide faJmerS Withhigher crop recovery

and easier access tothe market, thereby ensuring better quality and prices･ Records show that as

much as 37percent of totalharvest of palay is lost becatlSe Of spoilageand wastage ir) the

harvesting, threshing,milling,and stonng of stocks. Reducing post-haqvest losses substamial1y

couldalready meansubstaJltialgalnS in marketablerice supply as well as income to famersand

traders in particularand tothe nationaleconomy lr] general.

TTle DA will institutionalize market-matching between tamer-producers and end-users.

TiLis critical1inkage will provide farmers witha ready marketand reasonable pnces of their

produce,and end-users withregular supply･

5.3 STRATEGY ON RRIGATION DEVELOPMENT

Republic Act (RA) 6978 mandates NIA to undertake a ten-year progranfor the

construction of irrigation facili(ies in the remainlng l･5 million hectares of unimigated but

imigable lands, including other project components nationwide. The NIA prepared ''Accelerated

hTigation Development PrograLm
lT

inthe lightof RA 6978. The main rationale forthe program
is increased production to I) meet the increasing demBLnd for agrictll(ural o咋t)tS, SPeCifically

rice, aJld 2) increase the income of the famers.

RA 6978 : ”An Act (o f'romoEe Rural Development by Providing for an Accelerated
Program WL'thin a Ten-Year PeriodfoT the Construction oflrrigatiorlProjeas

'′J
enacted

by the Senate and the House ofRepresentaEivesin Congress assembled, approved by Eke
President on January 24, 1991.



Tofu11y comply withthe accelerated irrigation development mandated urlder RA 6978

means generating 1,523 million ha while rehabilitating 1.106 million ha of existing lmgation

systems in ten years. ､At
1992 prices, costper ha for developlng new ama averages P 75,000･

Cost of rehabilitation averages P 30,000 per ha. ne accelerated program,therefore, wot)1d need

about P 145 billion, or an average ofP 15 billion per year up to 2002･

b col)Sideration of the preselltヰghtfinancialsituation of the Govemment,the followlng

twoalternative levels of iJTigation development are planned by NIA:

Ten-Year Development PlaJl(1 992-2002)

Main Scemio Scetlario A Scenario B

____⊥_
1,523 678 351

1,106 ],310 1,130

145,∝巾 108
,080

65,610

15,000 10,000 6,200

97.4% 70.4% 60.0%

New Developrnent (1
,000ha)

RehabilitAdon (1
,000ha)

Total cost (Million Peso)

Average Costper Year (Millic-nPeso)

StattLS Of D即elopmeT]t in 2002

Period Required to Attainthe

Ta陀et Of Main Scenario

Physicalfigures in Scenario B presents a more realistic prograJ71 WheJ- COmPaqed withthe

past actualaccomplishment as shown inthe followlng table:

TotalActual

ReleasesYear

New

DevelopmeI】t

Rehabilitation

980

981

982

983

984

985

986

987

988

989

9 ち)0

2,143

2,262

2,348

1
,958
1
,787
1,671

1
,780
1,597

2,106

2,233

2,719

i21畠

4S,260 103,360

47,250 43,690

60,470 47,650

49,340 41,650

30,040 1 7,950

27,940 2 1
,470

24,640 15,080

I9,270 26,57O

25
,950

196.020

27.530 229,306

22, 140 168,000

I4.246 8 3.884

+帆_

However, judging from the current financialconstraints (see TotalActualReleases in

above Table), it seems to be hardly possible to accomplishthe program, even for Scenario B,



with improvedfinancialprospects. Recently, the overallperformance of most projectshas not

been very encouraging due to severaiconstraints as fわllows:

1) Ma灯ed cozIStruCtion activities, due to.'the late approval of the General AppropriadoIIS

Act(RA 7078) leading to the late releases offund which fell onthe later part of the
third quarter (dming the rainy season when it is not favorable for construction),

2) Right-of-way problems

3) Peaceand orderproblems,and

4) Nattlralcalamities such as: the Mt. Pinatubo eruptions, devastating typhoonsand

drought that hitthe coun灯y.

TY10ughthe agrictLlture sector isthe linchpin of the Philipplne economy, the i血gation

development, which is a key factor of agnculturalimprovement, stlfferedmiserably due to that

battered economy･ It is easily understoodthatth-e NIA's development programis indispensable

to achieve the physical targets such as the increase of productivityand faJTnerSr income. But.

under the criticalfinancialsituation, the foctlS On gOVernment's irrigation development program

will now be onthe rehabilitation of existing systemsand on small scale irrigation projects,

txcausethey havethe fbllowlng advantages:

1)

2)

3)

4)

Small funding requirements COmParedwith new large scale pro)ect,

Short implementationperiods, 1 to 3 years,

Dec陀aSe Of operation and maintenance costs,and

Average public investment to nationwide.

6. INTEGRATED IMPROVEMENT PROJECT OF NATIONAL ⅡとRIGATION SYSTEMS

6. 1 PRESENT STATUS OF NATIONAL ⅢぴuGATION SYSTEMS

The NIA is managirlg 162 nationalirrigation systems (NISs) nationwide with a total

service area of about 636,0(氾ha･ The totalimigationarea in 1991 was over 889,000 ha broken

down to 459･000 ha dming the wet seasonand 430,000 ha during the dry season. All NISs are

listed h Table landthe irrigated area in 1991 is summarized below.



Zksig虻d Service

姐
61
,055

45,386

69,589 55,705

82,239 68,779

69,942 55,455

22,432 18,407

60, 005 5 3
,5(対

29.64 1 15,43 3

13,901 13,348

28,617 22J32

57,809 48,S76

44,850 37,61 0

1 15,995 103,285

97.402 97.40 2

Region

1

2

3

4

5

6

7&8

9

10

11

12

UPRIIS

粗
29,371 16, 191

25,901 33310

33,360 45,027

37,83 1 27,46 1

15,254 15,31 5

47,761 35,723

1 1,丁61 10,$94

11,825 11,234

17,890 18,684

42.0 18 40,039

3 2,796 23
,645

83,70 1 77,568

69.859 74.633

18 459.32& 4

MRH S

__ユ虹__._.._ユ盟ユ1ヱ____________UPRIIS : Region 3, MR[IS : Region 2

TYle area irrigated during the wet season decreased by about 5percent comparedwith that

in 19901s pnmari1y due tothe droughtand calamities. Despite these occurrences, 139percent

cropping Intensity was attained. The drought in 1991 affected 19,6∝) ha covered by 28 NISsin

seven reglOnS. The NIA, withthe pardcipation of the famer-txne丘ciaries of NISs,formulated

and implemented various measures designed to lessen the effects of drought. These meastues

WeI℃:

1) to encotmge famers to advazICetheir cropping schedule,

2) to enforce strictly irrigation schedule agreed upon betweenthe NIA aJld Irrigation

Association (IA),

3)

4)

5)

6)

to implement morerigid
irrigation water management practices,

to promotethe planting of cropsthat require less irrigation water comp打ed withrice,

to construct water impounding dams in drought- proned areas,and

to optlmizethe use of available waterinexIStlng Storage dams.

About 20 typhoons pass the Philippine Area of Responsibility (PAR) ammually,and cause

floodingand high discharges onrivers. One of the in丘･おtruCture damages inflicted by such

inundation is the destruction of diversion dams whichare the most importBLnt facilities in the

imgation system･ There are 174 exisdng major
diversion dams constructed on NISs covenng on

anaggregate imigation area of 563,822 ha or 82 percent of the totalservicearea na血onwide. For

the period January 1988 to February 1992, 64 diversion dams were inspectedandall of these

have manifested substantialdamages that range from destruction of apptlrtenanCeS tO total

co11apse･Althoughthere are recommended courses of action, NIA could only institute remedial

measures but not totalrehabilitation due to limited financialresources･ h effect, the particular

irrigation systemsare either partially or completely inoperational. Further,this situa也on led to

the continued depletion of the Agency-s preciousnimitedfund utilized inthe emergency repairs

in restoring at leastthe normaloperation of the affected systems･



The eruptions of Mt. Pizlattlbo caused sigmi丘caT)I damages to irrigation facilitiesand

structures infour provinces of Cer)tralLuzon. Affected were丘ve NISs servlng 25,035 ha with

25,000 famer-1x:ne丘ciaries as follows:

Service A一℃a

Affected fcr

地+

4,43 1

1,367

3,884

1,181

No. of
AffectedNISs

I. PoracIGnmain RIS (Pampanga)

2. Colo-Caulaman RIS (Bataan)

3. Sto. Tomas RIS (Zmbales)

4. Bucao RIS (ZambaLes)

51

944

2,45 1

1.500

__⊥.

The NIA continues the implementation of the Irrigation Operation Support Project

(IOSP)with丘nancing丘om loansfromthe IBRD, OECF and USAlD. The strategy of the 10SP

provided for increasingand strengthening lrrigationAssociations (IAs), traiming NIA■s O&M

staff in addition to providing fわrlimited physicalrestoration works and, forthe first dmealso for

incremental, rectmnt O&M in order to help NIA raisethe low level of O&M to an appropnate

one･ In order to benefit as many NISs as possible,funds for physicalrestoration works were

limited to correcting or removing Only the deficiencies that interfered or preventedthe

functionlng Of systems.

6.2 NECESSITY OF INTEGRATED IMPROVEMENT PROJECT

In the previous rehabilitation prqjeCtS, major Works were to restore the imgatiom

facilities･ Even if the imgation systems were restored by the rehabilitation works, agricdttlral

producdvityand farmers- income were notalways lmPrOVed due to the following constraints:

1

2

3

Occasionaldroughtand瓜ood,

hsu氏cient post-harvest facilities,

Inappropnate orinadequate distribution facilities and system for agriculturalinputs

and ouq)tits,and

4) Limited market system and information.



The rehabilitation of irrigation systems helps to raise agriculturalproductivity and

prodtlCtion, which in turnmeaJIS more jobs and income to famersand theruralpopulaces･

However, higherproduction shouldalso be accompanied bythe necessary support services and

distribt)tion facilities･ To ma3(imizethe agriculturalproductivityand血mers- income in NISs, it

is reqtlired to implement iJltegrated improvement pro)ect which fc忙uSeS On not Only irrigation but

also farm-to-market roads, post-haJVeSt facilitiesand market.

Some of NISs suffTerfrom severe sedimentatioI1and siltation atthe diversion damand

major irrigatior) canals. nese problems are caused by soil erosion in the upstream watershed.

The denudation of watersheds has adversely affected the quantity and qualityof water available

for irrigation. Watershed management is very Important tO maximize the function of irrigation

facilities, aJld

pro)ects; sIJCh

improv e血ent

devel opment.

to mimimize the operation and maintenance works. Watershed management

as reforestation, canalso prevent NISsfrom serious drought and flood. The

of watershed management is indispensable to ensure sustainable irrigation

Urgent watershed maJlagement Projectsshallalso be implemented togetherwith

the rehabilitation of imigation facilities.

7. NECESSITY OF MASTER PLAN SmDY

The integrated improvement
project of

NISs will be implerpented to increase the

productivity arid farmers'income through the improvement of 1) irrigation facilities, 2)

watershed management, 3) post-harvest facilities, 4) faJTn-tO-market roads,and 5) market

management system. The current constraints of NISs must be clari丘ed by overall assessment of

the problems of these components. It is necessary to fbrmulatethe most effective improvement

plan forthe successful implementation of the project.

Genera11y speaking, the existing development plans have been formulated mainly to

achieve the physicaltargets such as self-sufBciency of rice, without much consideration of the

availability of Bnancialsource. To achieve the physical targets is very lmPOrtBLnt, but underthe

tight丘nancialsituation, it is necessary to prepaqe more attr拡tive development plans harmomzlng

the country's economy･ For this purpose,altemative plans shall be to come up with more

丘nancial1y
viableJt)ossibledevelopment scale and works.

To ensurethe early implementation of the pro)ects forthe most economically depressed

area, urgent improvement pro)ects shall be identi丘ed after assessment of all NISs･ A screemng

criteriawill be proposed to select the NISs required urgent improvement,and the urgent

improvement
projectswill be formulated throughthe feasibility studies. Based onthe results of

10



the feasibili(y studies, basic improvement plall for the remaiming NISswill h3 aSSeSSed andthe

master planof integrated improvement projectswillbeformulated.

Changes inthe physiographic characteristics of the watershed, such as denudation,

greatly affect the hydrologicalphenomena. Previous water resources study andfloodanalyse

conducted before these changes were not ef丘cient not only for the present operation and

maintenance of irrigation systems butalso fbrthe structuraldesign in the rehabilitation plaJIS.

The master planstudyalsoaims at improving the hydrologicaldesigncriteria in consideration of

血ese changes. Furthemore, watershed management prqleCtS Will be proposed to restore the

watershed.

me proposed scope of study is presented in Attachment-A.

ll



T一ble I NATIONAL nRIGATION SYSTEMS (I)5)

Se川ke JInq

由L99) (hL[)No.

皿且+

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

10
ll

12

13

Name Qf SysLem

ILOCOS NORTE RJS

a,

b.

C.

d.

¢.

∫.

g.
也.

LAOag Vintar

Ctm

Balo

Dingras

NMC-Past)句um

Bonga PtlmP No. 1

Bonga Pump No. 2

Bonga Pump No. 3

LWCOS SUB R/S

aq Sta. Maria-BtlrgOS

b. SEA. Lucia-Candon
c. Tagudin

Am bu rayan

MzLSalip

AGNO-StNUCALm
14. & Agno

15. b. Sinucalan

SAN FARI^ N_DUMUWC

16. a. SanFabi皿

17. b. Dn皿uloc

JuLBA YOAN_DIPW

18. a.Ambayaon

19. b. Dipalo

20. c. ADRIS E五tenSion

21. byer･AgnoITotorLOgen

Region I ToLzzL

且EGZi2出..皿

22

23

24

25

26

27

2$

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

ABULOG_A I)A YA OIPAMPLONA

a. Apayao-Abulog

b. Pamplona

Jhnurbt) r

hm7ttun

Baggao

Zi nundunga r)

SOLJLNA.PtNA CA ⅣA UAiN

a. Solana-Tuguegarao

b. Pinacanauan

TLL7T)&皿iJli

IJOWer Chieo

I)pper Chico

bu&

Ma) Lie

lpi g-A Icda-AmuluT]g

Magapit PtlmP ＋

Sam P&blo･Cabag8n

MAGA T RIVER tNTEGRjl TED

tRRLGATION SYSTEMS (MRtIS)
a. Disけictl

I). Dis打ictII

c. DistTictⅡI

d. msbictⅣ

Regわm LI Total

DesI'g7Ied

ATea (ha)

㌔(一,75丘l)
2,536

676

525

l,1u

714

298

699

202

＼(3,971＼)
962

1
,604
1
,405
3卿

2,100

＼(20,063＼)

18509

1554

㌔(4,265t)

2,765

1 300

＼(10,㈱＼)
5
,CKX)
3
,000
2,CKX)

1 0,100

61.055

＼(1 uOO＼)
1I
,400
294 I

930

1,513

3,500

3.200

＼(5,400＼)
4,200

l
,200
5,500

2.000

1 9.600

ユ,419

2950

3,048

4,945
I

2.8n

㌔(97,402＼)

1一6391

12

Nz(nLbeT OJ

FaTWT

＼(27,22St)

14,$48

655

402

3
,974
5,338

520

1,361
127

＼(9,45れ)

2,391

3.170

3,896

1&,770

6,430

㌔(15.$90＼)

12,908
2,982

V6,46爪)
5,073

1
,393

～(6504t)
4,788

1,513

203

10,41?

1(ll,1占1

㌔(4,2401)

4
,240
305 I

732

1
,676
1 305

2,075

㌔(2,74乱)
1,186

1,556

1
,923
2,5占7

5,242

452

1
,308
3,¢19

㌔(49β971)

77,483

～(一,104t)
2,377

431

420

1,01$

684

29名

674

202

㌔(3,894t)

947

1
,567
1
,380
3J;13

1578

～(12, 13仇)
l i,078
1
,052

～(4,265t)

2,7 65

1
,5(刀

＼(6,:畑2t)

4,050
1
,963
289

7
,500

45,386

＼(ll, 1占4＼)
10,870

294

9ユ1

1,513

2,419

2,0 15

＼(2,141＼)

1,㌶
3,占15

1.$56

17,551

1$12

2,247

2β帖

4,945

1,200

I(97,402＼)

24
,054
24,468

24,793

24,087

153, 1¢7



Table 1 NATIONAL IRRIGATION SYSTEMS (2/5)

Service And

血J99) (血)

_些
+

山皿L皿1

42. Ang8t-Maasim

43. Por&cJGumain

COLb-CA ULJIMA N

44. a. Colo
45. b. Caulam

46. Sto. TotT]aS

NA YON-BA YTO

47. a. Nayom

4名. b. Bayto

49

50

51

52

53

TARLJI C-SAN MtGUELJ 'LX)NNELL

a. T且rlac

b. Sam Miguel-0■dorne11

C且miling

a ucao

Nueva EcljAPuTnFI (NEPIS)
I

UYPER PAMPANG4 RWER )NTERGRJI TED

LRRLGA TION SYSTEMS (UPRItS)
54. a. Dis由ctI

55. b, DistrictⅢ

56. c. DistrictIⅡ

57. d. Dis由ctⅣ

Region ttI ToLDt

山王G止出+ヱ

58. C&▼ite Frhr LaTds

59. C&nthgas＋

60. Pdico

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73
74

75

76

77

78

79

80

81

DUMA CAA
･JIANA GDONG_LJI GNA S

a. DⅧacaa

b. Hanagdong

c. IlgnaS

Ag(描

Disa) it

LJIGUNA FRJ^R LANDS

a. Cabuyao East Pump

b. Diezmo Pump

c. San Cristobal

d. Macabi五ng

e. SanJuan

STA. CRUZ_MABACAN

a. Sta.Cruz

b. MabacaLI

c. Malaunod

d. Balanac

e. Lunban

STA. MARIA-MAYOR

a. Sta_ Maria

b. Mayor

DisaLj I

PULJL
-BA〃S

UD

a. Pda

b. Bansud

PaghhaTI

De吻ed

Jl
red (hD)

34,000

占,00○

＼(3,500＼)

1500
2
,()咲)
3,924

＋

V4,000＼)
2
,400
1,㈱*

＼(1丘,鮒21)
9,108

7,694
*

10,200

2500

1,313
＋

～(1 15,9951)
2名,030

26, 100

32, loo

29,765

I98御

15,000

ヱ97 I

1,100

＼(3,809＼)

2,509

300

1
,∝巾
1
,200
5$6

＼(4,2&＼)
1,333

982
＋

1,973

＼(9
,467＼)
6,693

850

224

1
,500
200

㌔(3,200＼)

2,8∝I

400

1 0,000

～(4,027＼)

2,45 8

1569

1
,8占○

13

NJl血T 0/
∫αⅦr

1占,訂0

3}66

㌔(869＼)

298

571

6,㈱

㌔(1,01仇)

1,O10

～(10,93机)

7,㈱
3
,840
1 0,j細5

1,200

＼(52,40飢)

13,425
12,糾8

15,679

1 1,256

1 02,864

6㍉98

丘$9

㌔(I,537t)

1,341

27

169

2,273

351

＼(1,45古＼)
429

266

761

＼(3,33仇)

1.82B

226

118

1
,060
98

㌔(2300＼)

1
,()α)
1.3α)

2.3 12

～(1
,92飢)
1,553

3丁(～

5古5

31.485

4,48占

～(I,胎爪)
4S3

553

3,?24

～(2,74飢)

1,148

1.6(泊

＼(13,976＼)

62$2
7
,694
8$80

1,ユ31

1,3 13

㌔(103跡)
24,803
24,7 82

28
,40O
25
,3∝l

172,064

14,708

･
297

852

㌔(3,695＼)

2,5抄

264

922

1,119

490

＼(3$41＼)
911

982

387
752

509

～(5,39机)

3,725

615

224

73毛
96

＼(3,1丁2＼)
2,8α)

372

7,059

㌔(4,023t)
2,454

1
,569
1β5古



T&ble I NATIONAL IRRIGATION SYSTEMS (3/5)

Seryke JIna

加L99) (hLZ)

3,㈱

1
,77ヱ
1
,8丘5
3,308

NFJmbeT'Of
FaT7～er

Desig71ed

Llrea
(Jla)No. Nante Qf S ystenl

82

83

料

85

Mdatgao

Lumintao

Am rlay･P&trick

Cagumy

Region Jγ ToLdL

血Lヱ

86.

87.

88.

89.

90.
9l.

92.

93.

94.

95.

96.

97.

98.

99.

DAETITAJJSA YJIA TOGDON
a. Daet-Talisay

b. Matogdon

Tigman-EIin&gyaT)aJl-In&ribn ＋

Capycay

BARtT-RLD^
･BUHI･LJILD

a. Bari7t･Rida

b. Buhi-Lalo

MAuABA
-N^
SLSt10GSONG-HtBIGA

a.

b.

C.

d.

Mahaba

Nasisi

Ogsong

Hibiga

PILt-a UL^ N-SAN FRANCLSCO

a. Pill

b. BulaJI

c. SaLI FraJICisco

LihmamarL-CabtISaO Pun I

Region y To血l

且血+巴

00

01

02

03

04

05

06

107.

108.

109.

110.

111.

112.

L4Jm
N･PAN^ KUY^ N

a. Aklan

b. P皿a血y皿

ManbtJS&O

Si bJorI･Tig bauan

Sib&1on-Sam Jwe

Dago

P&Tlgiphn

)ALJI UR ･SUA GUE

a. JalaJu Proper

b. Jalaur Extension

c. Stlague

AGANANIST^. BARBARJI

a. Aganan

b. 古ta.Ba∫ba∫a

B8rOt且C Viejo

Regiom Yt Total

丁

2

1

3

古70

073

古占5

400

69,642

㌔(3
,7ユ飢)

3,5$2書

2,1 95

㌔(一,26丘＼)
3
,200
3,006 I

㌔(2
,02帆)
640

780 I

180*

420
I

＼(1,214＼)
261

360

593

3,427

2ユA32

㌔(4,Sl机)

3,916

9(氾

1
,440
2”

5,420

18,000

1
,84¢

㌔(14,479＼)
8,863

2,700

2,916

㌔(S,后66＼)
4,936

3,730

2,800

60,005

14

1,688

545

400

1$27

27卿

㌔(3JJ帆)

2,400

＼(7
,0451)
4,927

2,118 ＋

＼(1
,509＼)
1.016

12B
～

365 I

㌔(I,19飢)

292

551

356

1
,843

17J3一

㌔(10,0551)
9,118

937

1,192

3,OS4

3,781

4,405

622

＼(9,87机)
6,053

1
,742
2
,079

V3,3S外)
2,083

1
,276
955

37,327

55,455

㌔(2,754u
2,622

132

3$82

1
,745

㌔(4,984＼)

2,260

?,724

㌔(1
,947t)
567

780

180

420

㌔(1,ユ00＼)
250

360

590

2. 195

18P

㌔(4β1占＼)
3,916

卿)

1
,440

2,020

5,41占

1ヱ,700

1卿

㌔(14,47飢)
8,862

2,7(刀
2,916

㌔(8,占6一＼)
4,936

3,730

2, 124

53500



T&bk! 1 NATIONAL IRRIGATION SYSTEMS (〟5)

SeTyice A棚

血J99L (b)

Desz'g7Ied

Area (ha)

Nzlnbt'e/
Fo17nerNqM OfSystetE[〃仇

13

14

15

1(i

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

BtNmAAN-SOONG
-TLBAKイ;ULNARON^

･

MAtNLT-PONGSO (BSTGIMP)
a. BinahaaL North

b. BinahaaLI South

C.

d.

e.

f.

lJ)Wer B inal1aaJI

S oong-Tibak
Guinarona

M血

l. Pongso

Bao

DA GULTAN-BALtREIBtTO･

tBA 7FON-GLB UGA (pBBtG)
a_ Daguitan

b. BalireNorth

C.

d.

e.

f.

B血Sou血

B ilo

Ibawon

Gibuga

HLNDANG_HtLONGOS_DA SA Y

127. a. Hind皿g-Enongos

128. b. Das-Ay

Regioh Vtt & VItL ToLal

且巴泣虫且.皿

129. L&bang&n

SALUG･DtPOLO

130. a. Salug

131. b. DipoLo

132. Sibuglley Vdley

RegLom tX ToEaE
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ATTACHMENT
-A

PROPOSED SCOPE OF STUDY

1. OBJECTIVES OF TH王STUDY

TYle Objectiveof the study is to formulate a master plan forthe improvement of the existing

National lrrigatior) Systems (NISs), aiming at maximization of the potentialagricultural

productivi[yand farmersl income.

2. STUDY AREA

The study area covers theall existlng NationalⅠ血gation Systems in the Philippines and

their surroundingareas. There are 162 NISs witha totalservice area of about 636,000ha in 1992.

3. SCOPE OF STUDY

The master planstudy will be divided into the fbllowlng three phases:

Pbase ∫ SttJdy : PreparatioII Of Modjfjed 丹ydrau)ic DesigT) Crjterja az)A

ldentification of Urgent Improvement Projects

(a) Inventory stmey of NISs

l) Preparatory works for the inventory survey, such as determination of items to be

surveyed, preparation of forms for data compila也on, etc.

2) Data collecdon

3) Data evahlation

4) Finaldata compilation and data analysis.

(b) Field reconnaissance suⅣey

(c)Assessment of cuITent Status in terms Of the following aspects:

1) Naturalconditions (topography, meteorology, hydrology, geology, soil, watershed

etc.)

2) Socio-economic conditions (population, nationaland localeconomy, labor force

etc.)

3) Agriculture (land use, farming, land ownership, farmers7 organizations, farm

household economy･ processlng Of agricultural products, agncultural machinery,

marketing etc.)

A-1



4) Agriculturalinfrastructure (irrigationand dminage facilities,farm-to-market roads,

post-haJrVeSt facilities etc.)

5) Watershed (rivercondition, soil erosion etc.)

6) Others

(d) Identification of current constraints in terms of the fわllowing aspects

l) Irrigation and drainage facilities

2) Water resources and watershed

3) Famingand cropping

4) Post-harvest facilities

5) FaJm-tO-market roads

6) Marketing

7) Others

(e) Preparation of modified hydradic desigrL Crite血

(i) Preparadon of screening criyeria forthe identi丘cation of urgent improvement NISs

(g) P托paration of basic improvement plans for each above aspects

(h) Selection of urgent improvement NISs (about 20 NISs) by the screemirLg Criteria

(i) Identi丘cation of additional丘eld suⅣey vo止s

Phase 班 Study : Feasibility Study on Urgent lmprovement Projects

(a) Supplementary field surveyand data/information collection

(b) Preparation of improvement/rehabilitation plans f♭rthe following facilities･

1) Diversion dam

2) Major irrigation and draiJlage facilides

3) Post-harvest facilities

4) Farm-to-market roads

(c) Identificadonand study of improvement works reqt)ired for watershed management

(d) Preparation of improvement plans for the血rming, croppiTlg, marketing, etc･

(e)Assessment of water resources and water requirement under a condition with

improvement works

(f) Formulation of the integrated improvement projectson the urgent
improvement NISs

(g) Prepamdon of preliminary desig71S fわrmajor
facilities

(h) Cost estimate and txnefit analysis fbr each urgent improvement NISs

(i) Classi丘cation oftypicalimprovement projects

Phase ” Study : Formulation of Master Plan for All NISs

(a)Assessment ofal1 basic improvement plans throughthe results of classi丘cation of

typicalimprovement pro)ects
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(b) Formulation of integrated improvement projectsfor each NISs

l) Full scale development plan

2) Stage-wise development planin consideration of mimimum reqtlired works and

丘nancia】 availabili(y

(c) Preparation of proposalon watershed improvement projects

(d) Preliminary cost estimate and benefit analysis for each project

(e) Prep打ation of implementation plan

(f) Formulation of master plan

4. REPORTS

The following reports Shall be prepared in the course of the study withinthe period

sped丘ed below.

望塾塾L皇

(a) Inception Report

(b) First Progress Report

(c) First hte丘m Report

聖昼近_王王

(d) Second Progress Report :

(e) SecondlnterimReport :

Pba5e III

(f) Third Progress Report

(g) Draft FinalReport

(也) Final Report

At commencement of the丘eld works

At end of field works

At end of Phase I Study

At end of丘eld works

At end of Phase II Study

At end of丘eld works

Not less thar1 23 mor]ths &om commerlCemen[ Of血e

Study

Not less than25 months fro7T) COmmenCement Ofthe

Study

5. STUDY SCHEDULE

The tentadve work schedule is shown in Fig. A-1.

6. EXPERTISE INPUT

The followlng eXLPatriate experts and engineers Will be required for executingthe master

planstudy, with required manpower Input aS englneerS Or experts Of about 1 82 man-months in

total :

(a) TeamLeader

A･3
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(b)

(c)

(d)

(e)

(D

(g)

(也)

(i)

”)

hTigation Planming EngiJleer

hTigation Design Engineer

Hydraulic Structure Engineer

Hydrol ogis t

Agronomist

Agro-economist

Fan-machine Expert

Road Plaming Engineer

River Engineer

(k) Sabo Engineer

(1) Forest Engineering Expert

(m) Watershed Planming Engineer

(n) ProjectEconomist

(o) Cost Estimate Engineer

(24 M/M)

(10 M/M)

( 8M/M)

(12 M/M)

(23 M/M)

(24 M/M)

(13 M/M)

(13 M/M)

(13丸〟M)

( 8M/M)

( 8M/M)

( 8M/M)

(10 ”/M)

( 5M/M)

7. UNDERTAKNG OF GOP

NIA shall, at its own expense, provide the Study Team withthefo1lowlng, if necessary, 1ZI

cooperation with o也er agencies concemed:

(a)

(b)

(c)

(d)

available data and information related to the Study;

counterpart personnel;

suitable ofAce space with necessary equlPment in Metro Mami1a;

iderltification cads to the member of the Study Team.

NIA shall make necessary aJangementS With other agencies concerned forthe following:

(a) to secure the safety of the Study Team;

(b) to permit the members of the Study Team to enter, leave and sojournin the

PhilipplneS fわrthe duration of their asslgnmenttherein;

(c) to exempt the members of the Study Team from taxes, duties, fTeesand other charges

on equlPment, machinery and other materials brought into the Philippines forthe

conduct of血e Study;

(d) to exemptthe members of the Study Team from income taxand charges of any kind

imposed on or in connection withany emolument orallowance paid tothe members

ofthe Study Team for their services in connection with the implementation of the

Study;
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(e) to provide necessary facilities tothe Study Team for remittance as well as utilizadon

of the funds introduced into the Philippines &om Japanin connection with the

implementation of the Study;

(D to secure permission for entry into private properties･ or restrictedareas for the

conduct of the Study;

(g) to secpre pe皿issioz) (o take all data and doct)meJltS (il】Chldingphotographs) related fo

the Study out of the Philippines to Japanbythe Study Team',

(h) to provide medical services as neededand its expepses will be chargeable on

members of the Study Team.
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Fig〝re A-I

>
l
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TENTA TlyE WORK SCHEDULE

WoTlkltem

MonthinOrder

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

1.PhaselStudy:

PreparationofModifiedHydraulic

DesignCriteriaandldentificationof

UrgentlmprovementProject

1.1FieldWorks

1.2HomeWorks

2.PhaseIIStudy:

FeasibilityStudyonUrgent

1mprovementProjects

2.1Fie]dWorks

2.2HomeWorks

3.PhaseIIIStudy:

FormulationofMasterPlan

3.1FieldWorks

3.2HomeWorks

4.Report:

4.1InceptioTIReprt

4.2FirstProgressReport

4.3FirstlnterimReport

4.4SecondProgressReport

4.5SecondlnterimReport

4.6ThirdProgressReport

4.7Dra氏FinalReport

4.8FinalReport
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PROJECT PROPOSAL

FOR

GRANT AID ASSISTANCE OF THE JAPANESE GOVERNMENT

Ⅰ. PROJECT TITLE

Ⅲ. LOCATI ON

CANASUJAN SMALL RESERVOIR IRRIGATION

PROJECT (CANASUJAN SRIP)

BARANGAYS CANASUJAN, PERRELOS AND

VALLADOLID, MUNICIPALITY OF CARCAR, CEBU

PROVINCE

ⅠⅠⅠ. PROPONENT AGENCY : REGIONAL DEVELOPMENT COUNCm VII (mC VII)

Ⅳ･ EXECUTING AGENCY : NATIONAL IRRIGATION ADMINISTRATION (NIA)

V. OBJECTIVES :

The Provincial Govemment of Cebu has driven the economic development by the

industrialization･Asa result, urbanpeoples are placed under the obligation･ However in spite Of

the successful achievement of the industrialization, manyruralfolk, mainly famers, still suffer

&om poverty･ Famlincome stillremains low and economic conditions of the famers are obliged

to remain on subsistent level, thoughthe agnculture in Cebu has a big potentialto increase its

productivity･ On the other harld, low progress of agnculturaldevelopmer)I has brotlghtthe

shortage of domestic food supply into the province.

Car]asu)all Small Reservoir Irrigation Project has proposed (o achieve the following

objectivesthrough the implementation of the integratedruraldevelopment which includesthe

constructior) of reservoir dam, irrigation facilities, post-harvest facilities, farm-to-market- roads

and watershed protection works.

1) Acceleration of economic growth i□ less developed area and e血mcement of living

staJIdards ofruralpeople by improvement of productivityand farm income,

2)打omotion of efficient development and utilization of landand water resotqces,

3)lmprovement of the shortage of domestic food supply,and



4) Creation of employment opportunity forruralpeople through the construction

activities as well as operation and maintenance of
the
project･

VI. BACKGROUNDANDRATIONALE :

The ”Medium-Term Philippine Development PlaJl, 199311998.Tis now being formulated

bythe Philippine Governmentaimlng at reinforcing the physical foundation olfthe economy to

support the overall development thrust of sustained economic growth, economic efficiencyand

economic recovery of the country. The highest priority of the program
is focused on the

development of the agriculturalsector in order to effectivelyal)eviatethe problems of poverty･

unemploymentand low productivity especially in-ruralarea･

The major thrust in agnculturaldevelopment arethe expansion of production areasand

increasing prOductlVlty･ To achieve these, full e叩1oitation of water resources complemented

withgood transport facilitiesand other agnculturalsupport services would t光the key factors･

One of the maJOr Problems con丘･ontlngthe province of Cebu today is the shortage of

domestic food supply due to limited resource base, relatively low productivity, over-

concentration of growthinthe urbanareas and inadequate agri-infrastructure facilities･ It is

es也mated thatthe whole province of Cebu is deficit of about 44 thousand metric tons of rice, 128

thousar]d mebic tons of corn and 21 thousand mebic tons of vegetables as shown in below table.

Supply De丘cit Su岱ciencyCommodity Per Capita Populadon

_____________+軸L_______
1. Rice 45.35 kg 1,%5,882

2, Corr) 84.16 kg 1,598,823

3. Vegetable 27.75 kg 2,664,7O5

Demand

_+短
+

48
,337,749

1 34,556.944

73
,945.564

4,581,200

6,1 18,873

52,853,283

43
,756.549

9.48

1 28,438,071 4.5

21
,092,281

71.5

&

Populadon eating nee : 40 % of total popula血on

Population eating con : 60 % of total population

Source : Cebu Agrict)1bralPro丘1e '90, Department of Agriculture ProvincialOfGce

This showsthat Cebu.s totalproduction ofriceand com supply only about 9percent and 5

percent, respectively, of it'sdomestic cerealrequlrementS. To improve the shortage of domestic

food supply, agriculturaldevelopment is most important in Cebu.And irrigation development is

indispensable for the increase of agriculturalproductivity.



Present imgation development inthe province is confined torun-of-theriver type

irrigationwithrice as the principalcrop,and diversi丘ed crops during the dry season･ But, since

the inevitable dimimishing water supply has continuously hampered the pro)ection on this typeof

developmerlt, a Small reservoir irrigation project
is txirtg corlSidered. Year rouJld irrigation will

not only reduce therisksfrom droughtand pest injTestation; it willalso helps free famersfrom

their traditionaldependence on seasonal cycles byallowingthem (o plantand harvest during lean

seasons whenthe demand for products is higher･ Thus, supplyand subsequently pnces will

remain reasonably stable, benefiting bothfamersand users.

Therura) poorest fa-ers, who suffer from low productivity of agnculturalland, are

obliged to migrate tO hilly ar)d mountainareas ir)order to make living by lumbering or upland

crop cultivation･ The denudation of watersheds due to theunconb･olled logglngand shifting

cultivation has affected die qualityand qtlantity of water resources･ Agriculturaldevelopment is

required not only for theal1eviation of poverty butalso forthe prevention of environmental

de gra血血n.

Furthermore urban poverty is accelerated bytherural-urbanrnlgration, Which is expected

to increase more rapidly unlessrural developmer]t programsare implemented as hamomiously as

the urban development･ ln order to stop urban migration problems, more employment

opportunityand desirable living conditions shall begiven totheruralpeoples by the execution of

effectiveruraldevelopment programs･

The recent financialcrisis inthe PhilipplneS has caused ma)or reductions of investments

towards strengthening economic support services such as irrigation investmerLtS, fan-to-market

roadsand other support services in agriculture･Along witha sharp reduction in totalinvestments

there has been a shift of emphasis away from the implementation of new large scale imigation

development pro)ects to the rehabilitation of existing systems or small scale irrigation

development includirLg Small reservoir imigation project(SRIP).

The SRIP is one of Small Waterlmpounding Management (SWIM) project. The

Canasqan SRIP was clarified in the Master Plan Study on SWIM Projects by the Japar)

IntemationalCooperation Agency (JICA)･ After the Master PlaJI Study, NIA gave top priority to

the implemer)tation of the Canasqan SRIP in consideration of Cebu province's situations

mentioned above,･ and is carrylng Out the 6easibihty study on this project

However the acttlal implementation of this pro)ect became very ala-lng due to

govemment血ancialconstmints sothat the ProvincialGovemment of Cebu strongly desires to

implement this prqectunder the Japanese Grant Aid Program･



The CanasujanSRIP isthefirst water resources development pro)ect by reservoir dam in

the打ovince of Cebu･ The construction of reservoir dam in Cebtl is understood to be very hard

due to geologicalconditionasthere are found many limestone area in the islaLnd. However water

resources development isalso most important to ensure stlSminable economic growth. It is said

that Cebu would be faced withcriticalsituation on water de丘cit within 10 years unless effective

water resources development would be implemented. This pro)ect is expected to be pioneer

projectforthe
futtlre Small water impounding management projectsin Cebu Island.

ⅤⅠⅠ. PROJECT DESCRIPTION :

(1) 打ojectA陀a

TTle Canasujan SRIP a陀a is located in the Municipalityof Carcar, about 39 km southwest

of Cebtl City･ The pro)ectarea covers barangays Canasqan, Perrelos and Valladolid whose

generalsocio-economic data is shown in below table.

Popul如i on

4,893

7
,460

_A
A

A

2.645.735

flousehold

971

1,358

A

__A

_A
505.958

Farm Farm

臥

333 377

460 207

__M
1.008 819

1. Canasu)an

2. Perrelos

呈⊥遡蛮地迫__

__A
辿些皇由盛真也_∈些

Cebu打ovince

Source : 1990 Census of Population and Housing Cebu, Nadonal Statistics Ofnce

CarcarAgriculturalPro丘Ie 1 990, Department of Agrict]ltnre ProvincialOf&ce

Famlng isthe main source of livelihood in thearea･ Farmers cultivate com asthe ma)or

crop uzlder rainlTed condition･ The average land holdings is O･81 hal

(2) ProjectWorks

The
projectworks a=Te largely divided in(othe fbllowing丘ve (5) components:

1) Small water impounding da机



2) Watershed development,

3) lrrigationand drainage facilities,

4) Post-h打VeSt facilities, and

5) FaJTn-tO-market roads.

The proposed dam is locatedalong a straightandnarrow gorge across the
Daall Lungsod

river at latitude 10 O9'10'.and longitude123 39'35”. Access to the damsite isthrough a4 km

ride by car from the national road and a 300 m tmil tothe site. me dam site is composed of

limestone, graveland clay･ The reservoir is formed by wideriver banks aJld gently sloping nVer

bed up to 5 km upstream of the dam axis. No relocation of hotlSeS are expected during project

implementation･ nle Catchment area of approximately 38.5 sq.km is bounded by mountain

ridges and covered by grassland.

The dam would tx: a ∑oned earthfill structure with a height of 30 m above streambed, a

crest lengthof about 89 m at elevation 70 mandanestimated embankment volume of 164,∝巾

cu.m. An ungated spillway would be provided to take care of 100 year flood withdischarge of

410 cu.m per second. Imigation water would be released from the reservoir to the main canal

throughanoutlet works. The dam at opt】mulT) height of 30 m would be able (o impound water

that could maintain irrigating 380 ha of paddy and vegetable fields both dming wet aJld dry

Seasons.

The watershed development component wotlld be undertaken to rehabilitate the watershed

area and uncultivated upland areas for forest production, watershed protection and ecological

stability･ Total area of 150 ha is proposed to be reforested.

Post-harvest facilities and farm-to-market roads would provide血mers withhigher crop

recovery and easier access to (he market,thereby ensunng better quality and prices. It is

proposed to construct dryer quarters fわrpaddyand comand treatment facilities for vegetables in

suitable locations･ To transport the agriculturalinputsand outputs, the existing barangay roads

of about 43 km lengthwould be improved as the farm-to-market roads.



The general fTeatures of the pro)ect works are sumJT)arized below･

380 ha

Zoned Earth丘11 Dam

30m

89m

6.591 MCM

O.597 MCM

5.992 MCM

164,000 cu.m

410 cu.m/see
L

38.5 sq.km

O.74 sq.km

150 ha

llkm

7 krr1

5血

50 nos.

L.S.

4.3 klⅥ

5.Om

Grayel

lno

1. trrig拡iorL Area

2. ResenJOir DaL7)

a. TyFK!OfD打rl

b. Damneight

c. CrestLength

d. Told Reservoir Capacity

e. ZMStorage

f･ Effecdve Capacltヲ

g. i;mbaJh¢nt Volume

h. Spillway Design Capacity (100yearflood)

i. CalChmer)I Area

j. Reservoir Area (Ma3i.)

3. Watershed Protechon Area

4. higation and Drainage Facilides

a. Main血ga血r) Canal,Length

b. Laterals,Length

c･ Draimge Ca刀als, I.ength

d･ Ntlmber of Major Structures

5. Post-haLVeSt Facilities

6. Road LJ7)PrOVeLr)eat

a.Length

b. Wi血血

c. Pavement

d. Ntlmber of Bridge

e. LenEthofBrid生e

For the proper water management arid common O&M works, the fbllowlllg equlPment is

requiredand is to be procured under the project.

l)

2)

3)

tlydro-Meteo Stadon Equipment

Data打ocesslng Equipment

Col)Strl)CtioL) Eqt)ipment



ⅤⅡⅠ. ESTIMATED BUDGETARY REQUIREMENT :

Thefund requlre血ent f♭rthe projectimplementation is tentatively estimated at Peso 201.6

Tnillion as detailed below.

ltems

I. GRANT AD PORTION

1. Dam aJld Apprtenant Structures

l.1 Dam Embankment

l
･2
Spillvay

l.3 Others

2. Watershed Protection Works

3. hTigation and D血nage Facilities

4. Post-harvest Facilities

5. Fan-to-market Rolads

6･ Procurement of O&M Equipment

71 Engineering Services

丑出血

Il.P皿IPPNE EQUITY

l. Land Acquisition

2･ Training and Development of IA

3･ AdmiJlistra血ve Expenses

エ出盛

Cost

出迎

1 19,300

46,700

22,600

50
,000

2,100

13,300

6,(対0

12,000

10,000

34
,000

此ヱ【坦

3,000

100

1,80O

i.2DD

GRANDTOTAL 201.60O

Ⅸ. IMPLEMENTATION SCHEDULE :

The pro)ect is planned to be implemented over 3 years &om 1994 to 1996. In 1994and

1995･ preparatory works including basic design, financialarrangement, detailed designand

bidding of construction works will be carried out. The actualconstruction works will be

executed in 1996.
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PROJECT PROPOSAL

FOR

JAPANESE GOVERNMENT TECHNICAL ASSIS TANCE

l. PROJECT TITLE

2. LOCATION

FEASIBmITY STUDY ON SABLAYAN INTEGRATED

AGFiARIAN REFORM DEVELOPMENT PROJECT

BARANGAYS BATONG BUHAY, LIGAYA, BURGOS,

MALISBONG, E. AGUINALDO AND SAN NICOLAS,

MUNICIPALITY OF SABLAYAN, OCCIDENTAL

MINDORO PROVINCE

3. EXECUTIVE AGENCY : DEPARTMENT OF AGRARIAN REFORM

4. OBJECTrVES

4.1 DevelopmeJlt Objectives

(1) To improvethe living corlditions of the agrariar) reformbeneficiaries including farm

families who were dislocated by the eruption Of Mt. Pinatubo.

(2) To ensure sustainable socio-economic development of agrarian reformcommumities

in priority sites in Sablayan.

4.2 ProjectObjectives

(1) To identifyand formulate a皿integrated development fraLneWOrk plaLn including the

set of strategiesthatwouldal1ow optlmumand sustainable development of agrarian

reform commumities.

(2) To prepare feasibility studies for specific sector projectcomponents thatwill be

iden丘丘ed intheframework plan.

(3) To assess the economic and血ancial viabilitァof the proposed integrated

development prqect.

(4) To draw up appropriate insthtional mechanismsand organizational set-up for the

PrOJeCt･

5. BACKGROUND収ATIONALE

The municipality of Sablayan, tx:ing one of the StrategicOperating Mumicipalities

(SOM) forthe implementation of the Comprehensive AgrarianReform Program(CARP),



and support services delivery. Itis basicallyanagricult町由municipalitywhere a big portion

of the land area is covered by CARP and where a big numt㌍r of fan beneficiaries live.

Sablayanisalso the site of a proposed resettlement project for agrarianreform

beneficiariesand fm families who were physicallyand economically dislocated bythe

erupt10n Ofthe Mt. Pinatubo. Specifically, 5,000 ha of land in the SablayanPdsonand

PenalFam (SPPF) was transfTerred by the Department of Justice (DOJ) to the Department of

Agrarian Reform (DAR) for this resettlement project･
ne I)rgent of providingaltemative

residenceand economic opportunities to these affected families has made the pro)ect a

pnority concernof the govemment. At present, the丘悶t Stage Ofthe resettlement pro)ect is

already or)-going in Yapang of Barangay Batong Buhayand is envisioned to complement

the development imitiatives for the other agrariaJl reLTorzT)COJ7muZlities illthe mtmicipality.

Inthis regard, the DAR proposed an integrated development program for priority

agrarian refわrm areasinSablayanthat would optimal1y enhancethe development potentials

ofthe'aqea based onthe principals of complementary. TTle integrated program envisioned

shal1 beanchored on the agro-indusbial development strategy to promotethe growth of both

the agriculturaland indusbialsectors in the area.

6, NATIONAL BACKGROUND

6･1 National Strategy

Recession has been gnpplngthe countryls economy since the end of 1989,andthe

Government of the Republic of the Philippines must take swift and decisive measures to

revivethe battered economy brought about by a claim of naturaldisasterand calamitiesand

politicalupheavals･ This is shown by the negadve economic growth rates as fわllows:

GNPand GDP by hdustrial0rigin

(1985 Constant Prices)

__⊥

___血圧由U五止皇IL__
1 98 8 1989 1990 199 1

1. Agriculture, Fishery

and Foresby

2. hdusby Sector

ま▲_地5出迦L

GDP

___+姐血由
4. Net Factor bcome

&

GNP

rGrowtb Rates

155,292 159,964

232,500 251
,581

2ヱ払…

658,463 697, 382

上臥塵〕

_二虹
652,293 689,693

(7. 15%) (5.73%l

160,734 161
,859

256,136 274,名13

22B.i32A

7 1 5,309 708,227

臥

A

716,964 7 16,216

L31盟免L_ (10.1%1

SotLrCe : Philippine StatisticalYeubook, 1992



It is to be recognized however,that the present economic and丘nancialcrisis inthe

country are induced not only by stlCh unfTavorable phenomena but also by the structural

weaknesses inthe fわundation of the economy Itself. To ensure sustained economic growth,

the Phnippines shall cominue to implement structuralreforms and stabilization measures in

the corrung years.

The Government is now preparing a new six-year meditlm-term (1993-1998)

development plan whose main thrust is ''World Competitiveness through People

Empowerment”･ The world economic competitiveness meansthat the country's local

producersare able to gel) their prodtlCtS Or Services effecdvely iLlthe izlternationalmarket oJ)

equaltermswithall competitors worldwide. Under the approved guidelines forthe

formulation Df the plan, the pnvate sector will play a key role in propellirlg the economy.

The pnvate sector can contribute to totalhumandevelopment by generatlng employment.

The govenlmeI一t Will promote world competitiveness by providing the appropriate economic

and busilleSS environment for the private sector.

People empowerment means the upliftment of people's well-being which is the

tlJtimate goalof developmer)I. This priority goalis toalleviate poverty, which is widespread

inthe backward regions Of the countryside.And sincethe bt)1k of the population is in the

countryside, special focus should be given to cotlntrySide developm早nt. 1n 1990, atN)tit 313

million or 52 percent ofal1 filipinos live inruralarea, where the agriculture isthe main

economic activity･

Agriculture today remains a major backbone of the coun甘y and plays a key role inthe

development ofindtlStry Sector aS the fわrmer provides the raw materials for the latter. ne

agriculture sector accounts for one-fourth of the countryTs gross nationalprodtlCt and

accounts for about half of the countryls totalworkforce. It produces a still substantial

amount of the total exports, earning some US$ 1,150 million in 1991. Emphasis shall

therefore begiven to agncultureandrural indushialization, consistentwiththe govemmentFs

prioritythrust toward coun打yside agro-indusbialdevelopment. And in the coun打yside, the

well prepared integrated infrastructure projects shall be
implemented to increase

productivity, promote socialand political stability, raise income,and foster welfare,

employment and equlty.

6･2 Comprehensive Agrarian Reform Program(CARP)

The Philippines Government is committed to pursulrlg a COnStitutionally mandated

agrariaJl reform program to implement the policy of promoting more equitable distribution



of the country.s wealthandthefruition of land use and development Its Comprehensive

AgrariaJI Refわrm rtogram (CARP) is a national, social, equitable and politicaldevelopment

imperativeaimed at improvlngthe quality of life of poor small
farmers and removlng a

major
cause of insurgencyinthe coun廿yside･

This PrograJn COVerSal1 agricultural1ands irregardless of tenurialarraJlgement,and

involves land transfers and tenurialimprovement programs. ni§ program1ikewise involves

providirlgthe followlng basic support services which enable the new owner-faJTnerS and

other land refわrm beneficiaries to increase productivityand
i皿COmefrom their lands･

(a) Irrigation facilities, especiauy second crop or dry season irrigation facilities;

(b) InfrastnlCture developmentand public works projectssuch as potable waterand

power resources, imigation systems and other facilities;

(c) Goverrment subsidies forthe use of irrigation facilities;

(d) Price supportand guaLrantee foral1 agriculturalproduce;

(e) Extending to small landowners, farmers and famersl organizations, the necessary

credit, like concessionaland collateral-free loans, for agro-industrialization based on

socialcollaterallikethe guarantees of famersT organization;

(i) Promoting, developing and extending丘nancialassistBLnCe tO Small- and meditlm-scale

industries;

(g)Assigning sufficient numbers of agricultural extension workers to farmersl

org皿izations ;

(h) Undertake research, development and dissemination of information on agrarian

reformaJId lowICOStand ecologicallysound
farm Inputs and technologies;

(i) Development of cooperative managemerlt Skills through intensive traiming;

q) Assistance in the identification of ready maEkets for agriculturalproduceand traiming

in other various aspects of marketing: and

(k) AdmiIlistration, operation, managemen( arid funding of support services programsand

prqects including pilot pro)ects and models related to agrarian reforTn aS developed

by the DAR･

The DAR has adopted a strateglCandarea-focused operations approach to accelerate

the CARP implementation･ 1t concentrates its land distribution and beneficiaries

development activities in 24 identi丘ed Strategic Operation Provinces (SOPs), and

OccidentalMindoro is one of the SOPs.



7. THE PROJECT AREA

The SablayanIntegrated AgrarianReform Development Project (SIARDP) area

having about 10,000 ha is located in the southernpart of the Municipality Sablayanin

OccidentalMindoro Province. me area is about 60 km of two-lane gravel nationalroad

from Sam Jose,the pnme mumicipality ir)the province, and about 10 km from Sablayantown

proper. The nationalroad is veryrugged, bumpy andalmost unpassable dming ralny

SeaSOn.

Its climate is generally marked by two distinct seasons, dry dt)ring the month of

Novemtxr to Mayand pronourLCed rainfalls occur duriJlgthe monthof June to October. The

meanannualrain払11 is abotlt 2,200 mm and morethaJ1 90% of that occurs dmingthe wet

SeaSOn.

The SIARDP covers Barangays Saロ Nicolas, Emi1io Aguinaldoand Malisbong where

are theareas covered by the Operation hnd Transfer (OLT),and Barangays Burgos, Batong

Buhayand Ligaya which arethe resetdement project Sites fわrMt･ Pinatubo affected agrarian

reform beneficiaries. The prqect barangays have a totalpopulation of 13,068 which

comprise 28. 1% of the municipalityTs 46,546 population.

Popula也on and Numtxrs of Households

由畠山旦邑J止血姐泣出

741 127

1.206 226

1
,627

32.8

1
,259

272

3,324 (il1

4.91 1 944

1. SaJINicolas

2. E.Aguinaldo

31 Malisbong

4. Burgos

5. BatongBubay

_A
他出+___________________j且温________

Qi幽_________

Smrce : 1990 Census of Population and Housirlg. NadonalStadsdcs OfBce

Remarks : Not include the resetded fan fmi1ies

There are about 2,000 CARP beneficiary famers inthe area covered bythe OLT･

Since the area is predominantly agnculture in nature, peoplefs main sotlrCe Of income are

farmlngand sustenance鮎hing accわunted for 82% of its total1abor force. The agricultural



lands are locatedalong the both bank area of the Mongpongriver which is a main water

resotlrCeinthe projectarea.
At present, paddy is mainly cultivated ir)the area.

Asthe existing development program,the Mongpong River higation Project is

underconstnlCted bythe NationalIrrigation Administration (NIA). The project was

formulated to irrigatethearea of about 2,923 ha under the financialassistance by World

Bank. Two free intake structures and some portion of main canals have beerl COLIStruCted

and totalprogress of construction works is estimated at about 65% as of September 1992･

The irrigation service area in 1992 is 334 ha forthe dry season (JantlarytO June) aJld 880 ha

forthe wet season (July to December). The present performar)ce of construction works is

very limited due to budgetary constraint.

Resettlement prqect forthe farm families affected by the eruption of Mt. Pinatubo is

a very urgent programto provide alternative residence and economic opportunities tothem.

The DAR selected resettlement proJeCt Sites in severalprovinces･ However other sites

except Yapang area are not developed as the resettlement area due to some socialand

financialconstraints･ The Yapang Resettlement打oject (YRP) is the first projectir)the

country forthe victims of Mt･ Pinatt)bols eruptionand 225 fmilies havealready resettled in

ぬis aI℃&

The Y氏p area is located in 20 km east of Sablayantown properand in the area

between the nationalroad and the Mongpongriver･ The generaifヒatures of the YRP are

summarized in Table l･ Basic facilities for the livingare provided by the DAR, relevant

agencies and NGO. However agnculturaidevelopment is not realizedandthis is most

important fbrthe farmers lo ensure the economic activity･

The YRP area of about 1,400ha is developed as the fTlrStPhase project in the land of

about 5,000 ha, which was trartsferred from SablayanP出son and PenalFarm (SPPF). The

DAR is now formulating the second phase resettlement prqJeCt for additional500 families in

the remalnlngarea Ofthat transferred land･ The second phase resetuement area is proposed

to be in the hilly land of血e east porDOn Of the SIARDP area.

8. NECESSITY OF THE STUDY

The support services under CARP are mainly geared to improvemerlt Of land

productivlty and thereby iTICreaSe Of血rm income forthe CARP a:neficiaries. T71e Services

conceived under CARP are mamifold･･ however, the services required for the targeted area

under CARP will differ place to placeand be selectively applied based on the current



problemsand constraints to be identified through thefield observations and studies onrural

devel opment.

ln order to improve land productivi(y arid iLICreaSe farm income, the followlng

development plans shall be fomulated and integrated for仙e implementation througb也e

optimization studies on naturalar)d humanresources development･

(1) Land and water use plan

(2) Infrastructure development p)ar)

(3) Social development plan

(4) Agro-indusbialdevelopment plan

(5) Environmentalconservation plan

(6) hstitutionaldevelopment plan

The geometric proximi吋Of the proje.ctarea makes integration necessary and possible

for purposes of optimizing Investments and maximlZlng Project benefits. The huge

investments involved for integrated type of prqects shotlld have the benefit of a carefdly

drawn planand sound feasibilitystudies to ensure wise utilization offunding resources.

Alongthis line,the DAR proposes the conduct of the present study which shall focus

onthe formulation of the framework planand projectfeasibility studies for the Sablayan

agrarianreform pnority sites.

9. SCOPEOFTHESTUDY

9･1 0bjectivesof the Study

The
objectiveof the study is to formulate an integrated developmer)t plan thatwill

improve the living condition of the agrarian reform beneficiaries and ensure sustainable

socio-economic development of agrarian reformcommumities irl the pnonty sites ir]

Sablayan,through the followlng SpeCinc studies:

(1) To identifyand formulate a development framework planand set of strategies
suited for the area in order to provide faLrmer-beneficiaries with better agriculttlral

production optionsand sustainable economic growth,

(2) To idemifyappropriate land use ar)d suitable agriculturalactivities in specific

agr訂1anreform areasand detemine their viability･



(3) Toformulateanagriculturalin&astructure and site development planwhich shall

include such as i汀igadon and drainage, roads, water s叩ply, posトbarvest,

houslng, etC.

9.2 StudyArea

The study area covers about 10,000 ha inthe Operation Lmd TraJISfer Programarea

as well as the adjoining commumities
located in six barangays, Batong Buhay, Ligaya,

Burgos, E･ Aguinaldo. Sam Nicolas aJld Malisbong in the munlCIPality of Sablayan･

OccidentalMindoro Province.

9.3 ScopeofStudy

Tbe stt)dy will be carried out inthe fわllowing two (2) work stage:

Work I Preparation of topographic maps of the projectarea;and

Work II Execution of a project feasibility study onthe proposed
deve lopment･

9.4 Terms of Reference

(1) Work I : Prepamtion of Topographic Maps

l) Aerialphoto shooting on a scale of 1:10,000 for all area Of200 km2inand

aroundthe projectarea.

2) Execution of control point surveyand leveling survey･

3) Preparation of topographic maps on a scale of 1:4,000with a contour

ir)tervalof 0.50m foranarea of 100 km2.

(2) Work n.. Feasibility Study.

1) Collection and review of previous studies and existing dataand information

a)
Naturalconditions

- Location, areaand topography

- Meteorology and by血ology

- Geology弧d hy血ogeology

- Soils

- Vegelation



ー 0也ers

b) Socioeconomic conditions

- Economic indices

- Demographic coTlditions

- Nationaland
regional

development plan

- Resettlement program

- Otbers

c) Agriculture

- Present land use

一 山nd tenure system

- Soiland land capability

- F好一nlng Practices

- Livestock

- Agro-fores叩

- Agro-indushies

I Agriculturaleconomy

- Marketing

- Post-hal.Vest aCdvitiesand facilities

- Supporting services

- Others

d) Agriculturalinfrastructures

- Ⅰmigation and draizlage SyStern

- Ruraland fan-to-market roads

- Otbers

e) Socialinfrastructures

I Domestic water supply

- Electric supply

- Public facilities such as assembly hal1and schools

- Otbers

り Agrarianreform program and its implementa丘on

- Cadastral maps

一 山md distribudon/redistribution program

- Accomplishment of the program

- Otbers

g) 1nstitutionalactivities



- Funcdon,rule, responsibility, staff, etc･ of relevaJlt agencies

2) Execution offield survey and investigations

a) Field reconnaissance suⅣey

- Relatedrivers basins I

- Existlng irrigation aJld drainage facilities including possible small

impounding reservoir sites

- Exis血g resettlement area

b) Soiland land use survey

c) Available water resonrces and丘eld observation

d) Topographic survey at major
irrigation and dminage facilides sites

e)
Farming practiceand faJTn economic surveys

f) Post-haJVeSt aCtivitiesand its facilities

g) Road network and
its accessibility

h) Marketing facilities

i) Present conditions of socialinfrastructures

3) hlterPretation and analyses of dataand information collected

a)
Meteorology and bydrology

b) Soil and land use

c)
Geology and soil mechanics

d) Regior)alsocio-economy

e) Agricultureand agro-economy

f) hTigationand drainage

g) Socialservices
facilities

h) Environmentaland watershed survey

i) 0山ers

4) Formulation of basic development丘amework plaJ1

5) Formulation of a development plan

a)
Landuseplan

b) Agriculturaldevelopment plan

c) Irrigation and drainage development plan)

d) Road network development plan

e) Post-harvestand marketing system plan

りInstitutionaldevelopment plan

g) Socialin触tructures plaJl

10



h) Agro-industrialdevelopment plan

6) Desig7) Ofthe projectfacilities at a feasibilityleve1

7) Fomulation of implementation plan and sched山e

8) Estimation ofbenefitsand costs

9) Economic evaluation of the schemes

l0) Environmentaland socialimpact analysis

l 1) Watershed managemerlt Program

12) Preparation of the feasibility study report

9.5 Expertiselnput

The followlng expatriate expertsand engineers Will be required for executlngthe

sttldy:

(1) Wo工kl

a) Chiefsurveyor

b) Inspector for aerialphotography

c)
Photo processing engineer

d) Inspector fbr ground control survey

(2) WQrkll

a) Teamleader

b) Rural development planner

c) Agronomist

d) Ⅰ汀igation and drainage engineer

e) Hydrologist

f) Pedrologist

g) Geo-hy血olo由st

h) Post-haJVeSt SPeCiaJist

i) Roadengineer

j)

良)

I)

m)

a)

o)

hstitutionalexpert

Agro-economi st

托ojecteconomist

Structuraidesign engineer

Bdding englneer

Environment expert

ll



9.6 Study Schedule

The Study will be carried out for a duration of sixteerl months after its

commencemetltand be divided intothefouowlng･･

Work I

Work II

Preparation of topographic maps (6 months from the

c ommencemeT)I)

Feasibility study (1l months from the 6th month after the

commence
ment)

The tentative work schedule is shown in Fig･1 ･

9･7 Reports to be Prepa陀d

The following reports will be preparedinthe course of the study as speci丘ed below･

(1) Wo血Ⅰ

a)
Plan of Operation

b) Topographic Maps

(1) Wo血ⅠI

a) Plan of Operation

b) Progress Repon

c) Draft Final Report

d) Final Report

: At the commencement of the Study

: At the end of sixth month from the

commencement of the Study

At the beginnlng Of sixth month fromthe

commencement of the Studvノ

At the end of eleventh month of the

comencement of也e Study

At the end of fourteenth month of the

commencement of the Study

At the end of sixteen month from the

commencement of the Study

12



Table 1 General Features of Yapang Settlement Project

1. Location

2. Pro且imity To SablayaJI Town Proper

3. SoiLType

4. TotalArea

5. HomeLots Area

(a) Nos. of Lots

O)) Unit Area Per Lots

6. RoadLotsArea

7. AreaofTree Parks

8. AreaofCemetery Site

9. School SiteArea

(a) Primary School

(b) HighSchool

10. Area of Church Site

ll. Barangay Site

12. Playground

13. FarmArea

(a) CommtlnalFarm

(b) Demonstration Farrr)

(c) IndividualFam

14. Number of Se牡IeTS/F2Lmilies

15. NL]mtX:r Of Individuals

16. ProjectFacilides

(a) Administrative Building (1 unit)

(b) P丘m∬y School Building

- 3units (打evious)

- 2umits (Latest)

(c) Market BL)ilding (1 tmit)

(d) Multi-Pt)rpose Hall (1mit)

(e) Water StlPPly Systems

㈹ Deep Wells (3 units)

(g) Communal Toilets (3 units)

(h) Road Way & Yapang Lake (1.5km)

(i) Road & Jt]nction Na丘onaiRoad

to Mongpong River (2.24km)

U) Barrio Road Networks (5.6km)

Sitio Yapang, Bamngay Batong-Buhay

20kIⅥ

ClaァLoam and Sandy Clay Loam

1
,376.50!)6ba

27ba

450

600m 2

20.2863 ba

5.24453ba (12 lots)

6.9892ha

4.747ha

2.066ha

2.681ha

1.1376ba

1.5852ha

1.8482ha

918ha

17ba

l九a

900ha (2haper Farm Family)

225 Families (As of Sepl. 30,1992)

740 (Asof Sept. 30,1992)

空地
95%

loo鞄

56%

81%

25%

85%

12%

loo鞄

100%

loo鞄

70%
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Fig. 1 TENTATIVE WORK SCIIEI)tJLE

■-▲

Ji

Descn'pEL'on MonthinOrder

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14 15 16

1.work-I

PreparatiorLOfTopo.Maps

(1)Aeropholographing

(2)Mapping

2.work-ⅠⅠ

(I)Survey&lnvestigations

(2)ATlalyses&Studies

3･Reports

(1)InceptionReport

(2)ProgressReport

(3)DraftFinalReport

(4)Tina)Report

I
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